
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＣＰ４００シリーズ 

製品仕様書 

コマンド編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７版  ２０１４年１１月１１日 

スター精密株式会社 

 

特機事業部 

 
 



 

 

目 次 
 ページ 

１ 適用 ---------------------------------------------------------------- １ 

２ プログラミング上／取り扱い上の注意事項 ------------------------------ １ 

３ 通信仕様 ------------------------------------------------------------ ３ 

３-１ 通信手順 ------------------------------------------------------ ３ 

３-２ 伝送制御マトリックス ------------------------------------------ ５ 

３-３ 伝送制御マトリックス（リーダ／ライタ） ------------------------ ６ 

３-４ コマンド、レスポンス転送フォーマット -------------------------- ７ 

３-５ 伝送制御キャラクタ -------------------------------------------- ７ 

３-６ 処理対象カード ------------------------------------------------ ７ 

３-７ リトライ及びベリファイ ---------------------------------------- ７ 

３-８ バッファリード ------------------------------------------------ ８ 

３-９ ７ビットフォーマット／逆７ビットフォーマット ------------------ ８ 

３-１０ 自動識別リード ---------------------------------------------- ８ 

３-１１ コマンド、ステータス一覧 ------------------------------------ ９ 

４ 各コマンド詳細 ----------------------------------------------------- １２ 

４-１ 磁気ストライプコマンド --------------------------------------- １２ 

４-２ 印字、消去コマンド ------------------------------------------- ２４ 

４-３ カードコマンド ----------------------------------------------- ４２ 

４-４ 情報、表示コマンド ------------------------------------------- ４５ 

４-５ クリーニングコマンド ----------------------------------------- ４８ 

４-６ その他のコマンド --------------------------------------------- ４９ 

５ 付録 --------------------------------------------------------------- ５７ 

５-１ ファームウエアの入れ替え ------------------------------------- ５７ 

５-２ エラー表示 --------------------------------------------------- ５８ 

５-３ 設定カード読み込み ------------------------------------------- ５９ 

５-４ セルフテスト動作 --------------------------------------------- ５９ 

５-５ 標準タイムアウト値 ------------------------------------------- ６０ 

-ii- 



 

 

１ 適用 
 

本書は、ＴＣＰ４００シリーズのコマンドについて、説明するものです。 
 

２ プログラミング上／取り扱い上の注意事項 
 

・ 不揮発性メモリの書き換え寿命は約１００万回です。 運用時に頻繁に書き換えを行うと寿

命に達し、装置の動作に支障を生じる可能性がありますので、各種設定コマンド（９１ｈ）、

クリーニング有効/無効コマンド（５Ｂｈ）の使用はシステム起動時などに限定してくださ

い。 

なお各種設定コマンド（９１ｈ）で設定可能なパラメータのうち、フォントサイズ、文字間

スペース等は印字データ設定コマンド（４１ｈ）中にエスケープシーケンスで記述するよう

にしてください。 

・カバーをオープンすると警告ブザーが鳴ります。この状態であってもコマンドの送受信、カ

ードの処理の実行は可能ですが、危険防止のため速やかにカバーを閉じてください。 また、

搬送路をオープンにすると、ブザー又はＬＥＤ点滅により警告が行われます。この状態では

コマンドの受信、カードの処理は行えません。 

・ 搬送路オープン後クローズするとリセット動作を行います。 メモリ上に展開されたデータ

は破棄されますので磁気データ、印字データ等、再設定が必要となります。 

・カード種、環境温度、ヘッドの蓄熱状態により印字処理時間は変動します。 特に低温環境

では処理に時間がかかることがありますが、故障ではありません。また磁気リードライト時

には磁気カードの汚れ、外部磁界による磁気データの破損等により数度のリトライ動作（リ

トライ回数を設定している場合）を繰り返しますので、コマンド送信後のレスポンス返信ま

でのタイムアウト時間の設定は推奨値以上を設定ください。 

・本装置は、性能および信頼性を維持するために、定期的なクリーニングが必要となります。

印字品質及び磁気リードライト性能維持の為、ほこり等が少ない一般的な屋内環境では、毎

日または３００回に１回を目安に行ってください。（ほこりが多い環境では、より短い回数

でのクリーニングをお勧めします。）なお、クリーニングを定期的に行うためには、クリー

ニングの実施を促すメッセージ(警告)を上位システムから発していただく必要があります

ので、例えば「システム起動時に必ずクリーニングを行う」や「カード処理数をカウントし

て、少なくとも３００処理終了したらクリーニングメッセージを表示する」等の処理をシス

テム構築する際には付加することをお勧めします。 

・磁気カードの変形や汚れ、外部磁界による磁気データの破損等により、磁気リードライトエ

ラーが発生することがあります。エラー発生時の処理は確実に行ってください。 特にライ

トエラー発生時はエラーカードを確実に回収できる（エラーカードをシステム内に絶対に流

出させない）ようシステムにて配慮してください。 

・ＪＩＳ-Ⅱ（ＪＩＳ Ｘ６３０２）で規定された磁気ストライプの誤り検出方式では、誤り

検出が不可能なデータ異常が稀に発生する可能性があります。磁気フォーマットを設計の際

には、読み取りデータ長の確認やチェックデジットを挿入するなど、上位側における設計の

際にご配慮をお願いいたします。 

・本装置は、磁気データをユーザーがフォーマットを指定してリード処理を行う機能と、自動

識別してリード処理を行う機能の双方用意されております。自動識別によるリード処理は、

複数のフォーマットが混在されて使用される場合に効果を発揮しますが、同時に複数のフォ

ーマットにおいて有効と判断できる磁気データにおいては、上位装置に、稀に意図せぬフォ

ーマットで読み取った内容を返す可能性を含んでおります。従って、読み取りデータ長や文

字種類の確認など、上位側でのデータ形式の判定のご徹底、もしくは使用フォーマットを指

定してリード処理を行うことを強くお薦めいたします。 

・本装置にはカードの裏表及び逆差しを防止する検知機能が含まれておりません。 特に非リ

ライト面にサーマル印字ヘッドで印字を行ないますとカードがダメージを受けるばかりで

はなく、装置故障の原因ともなります。非リライト面への印字をさせない様、システムを構
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築する際に逆差し防止機能に対する配慮をお願いします。 

・印画領域は、使用媒体や設定条件により、印画ピッチが乱れる領域やカードの耐久性が著し

く低下する領域があります。 印画を行う際は、本特性をご理解の上ご使用願います。アプ

リケーションにて印画領域の設定等を配慮される場合は、製品仕様書の適合カードの項を参

照ください。 

・なお、本装置に関する安全上の注意事項（設置上の注意／機器設計上の注意／使用上の注意

／媒体に関する注意／保管上の注意）は、各製品仕様書に詳細に記されています。機器設計

の際には必ず参照願います。 
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３ 通信仕様 
 

３-１通信手順 
本装置は、再送要求型のブロック伝送方式で、上位装置と通信を行います。 

通信は上位装置から開始され、上位装置は、リーダ／ライタにコマンドブロックを送信します。 

リーダ／ライタは、コマンドブロックを受信すると、ＡＣＫ（正常）／ＮＡＫ（再送要求）／ 

ＤＬＥ（拒否）の何れかの文字で応答します。 

リーダ／ライタがＡＣＫ文字で応答した場合、上位装置が送信したコマンドが実行されます。 

コマンドの実行が終了すると、リーダ／ライタはレスポンスブロックを返送します。 

上位装置は、返送されたレスポンスブロックに対しＡＣＫ／ＮＡＫの何れかの文字で応答する

必要があります。 

上位装置がＡＣＫ文字で応答した場合、コマンドは終結し、次のコマンドが送信可能となりま

す。 

リーダ／ライタは、コマンドブロックを受信すると、コマンドブロックのＢＣＣを計算し、上

位装置が送信したＢＣＣと比較します。 

計算したＢＣＣと受信したＢＣＣが不一致の場合、リーダ／ライタは、ＮＡＫ文字で応答しま

す。リーダ／ライタがＮＡＫ文字で応答した場合、上位装置はコマンドブロックを再送信して

ください。 

同様に、リーダ／ライタが送信したレスポンスブロックのＢＣＣを上位側で計算してください。 

リーダ／ライタが送信したＢＣＣの値と比較した結果が不一致の場合、上位装置は、ＮＡＫ文

字で応答する必要があります。 

上位装置が、ＮＡＫ文字で応答すると、リーダ／ライタはレスポンスブロックを再送信します。 

再送信要求及び再送信シーケンスの回数に制限はありません。従って上位側で、管理する必要

があります。 

上位装置が送信したコマンドブロック中にエラーを検出すると、リーダ／ライタは、ＤＬＥ文

字で応答します。上位装置が送信したコマンドブロックに対して、リーダ／ライタがＤＬＥ文

字で応答した場合、送信したコマンドは無効で、レスポンスブロックは送信されません。 

 

   正常シーケンス 

上位装置  リーダ／ライタ 

コマンド送信 → コマンド受信 

ＡＣＫ受信 ← ＡＣＫ送信 

  コマンド処理 

レスポンス受信 ← レスポンス送信 

ＡＣＫ送信 → ＡＣＫ受信 

  

   再送シーケンス 

上位装置  リーダ／ライタ 

コマンド送信 → コマンド受信 

ＮＡＫ受信 ← ＮＡＫ送信 

コマンド再送 → コマンド受信 

ＡＣＫ受信 ← ＡＣＫ送信 

  コマンド処理 

レスポンス受信 ← レスポンス送信 

ＮＡＫ送信 → ＮＡＫ受信 

レスポンス受信 ← レスポンス再送信 

ＡＣＫ送信 → ＡＣＫ受信 
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   ＤＬＥシーケンス 

上位装置  リーダ／ライタ 

コマンド送信 → コマンド受信 

ＤＬＥ受信 ← ＤＬＥ送信 

 

ＡＣＫ、ＮＡＫ、ＤＬＥ文字の文字コードおよびＢＣＣの計算方法については、３－５伝送制御キャ

ラクタの項を参照してください。 

 

 

【印字データ送信の最適化（推奨）】 

印字データを分割して送信すると極端に発券時間が長くなる場合がありますので、カード発券時間を

短縮する為に、１回のコマンドにまとめて印字データを送信して下さい。 

 

（推奨例）・１単語毎座標を決め分割して印字データを送るのではなく、スペースや改行を 

      使い、１回の印字設定コマンド(41h)でカード１枚分の印字データを設定する。 

      ・外部イメージデータの展開コマンドを使用する際、1 行単位の 43h コマンドではなく、

複数行一括で処理できる 4Dhコマンドを使用する。 

 

 

 

４ 



 

３-２伝送制御マトリックス 
     イベント 

ホスト状態 
ＡＣＫ受信 ＮＡＫ受信 ＤＬＥ受信 レスポンス受信 無応答 

アイドリング中 読み捨て 読み捨て 読み捨て 読み捨て 何もしない 

コマンド送信後 

ＡＣＫ受信待ち 
ＡＣＫ受信 

コマンドブロックを

再送信または、通信エ

ラー処理 

コマンド取り下げ ＴＣＰをリセット 

タイムアウトエラー

ならタイムアウトエ

ラー処理 

ＡＣＫ受信後 

レスポンス受信待ち 
ＴＣＰをリセット ＴＣＰをリセット ＴＣＰをリセット 

レスポンスブロック

を受信し、ＡＣＫまた

は、ＮＡＫで応答 

何もしないかタイム

アウトエラー処理 

レスポンス受信後 

ＡＣＫ送信 
ＴＣＰをリセット ＴＣＰをリセット ＴＣＰをリセット ＴＣＰをリセット 

次のコマンドを送信 

レスポンス受信後 

ＮＡＫ送信 
ＴＣＰをリセット ＴＣＰをリセット ＴＣＰをリセット 

レスポンスブロック

を受信しＡＣＫまた

は、ＮＡＫ送信 

タイムアウトエラー

ならタイムアウトエ

ラー処理 

注意事項 

１ コマンドブロック受信後、ＡＣＫ文字送信までの時間による規定はありません。リーダ／ライタは 3秒以下程度で応答しますが、システムの状態(通

信経路の安定状態、リーダ／ライタの動作状態を含む)によっては、上位装置の受信までにさらに時間がかかる場合があります。タイムアウトエラ

ーの処理を行う場合は、標準タイムアウト値（５－５ 標準タイムアウト値）をご参照頂き、必ず実機で確認の上、タイムアウト時間の設定をお願

いします。 

２ コマンドブロック及び、レスポンスブロックの伝送エラーに対する、再送要求回数の制限はありません。 

従って、上位側で管理する必要があります。 

 

３ ＡＣＫ送信後、レスポンスブロック送信開始までの時間的な規定は、ありません。カード挿入を伴うコマンドを発行した場合、カードの挿入後、

コマンドの実行を行います。従って、カードの挿入が行われない場合は、コマンドの実行は、停滞し、レスポンスブロックの送信も停滞します。 

コマンドの取り消しには、リセットコマンド（５Ｆｈ）またはカード挿入待ち状態解除コマンド（５４ｈ）が利用できます。 

 

４ リセットコマンド（５Ｆｈ）は、コマンド実行中であっても実行可能です。 コマンド実行中に、リセットコマンド（５Ｆｈ）を発行すると、実

行中のコマンドは、中止されます。従って、リセットコマンド（５Ｆｈ）発行前に実行していたコマンドに対するレスポンスブロックは、存在し

ません。 リセットコマンド（５Ｆｈ）の実行には、装置の初期化のため、３秒程度の時間が必要です。 

 

５ コマンド送信後、レスポンスを受信してＡＣＫを送信しコマンドが終結するまで、次のコマンドの送信は、リセットコマンド（５Ｆｈ）またはカ

ード挿入待ち状態解除コマンド（５４ｈ）を除いてはできません。 

（コマンドブロックに対してリーダ／ライタが NAK（再送要求）を応答した場合を除く） 
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３-３伝送制御マトリックス（リーダ／ライタ） 
     イベント 

ＴＣＰ状態 
STX受信 ETX受信 その他受信 ACK受信 NAK受信 無応答 

①アイドリング中 →② 読み捨て→① 読み捨て→① 読み捨て→① 読み捨て→① →① 

②コマンド受信 ﾊﾞｯﾌｧﾘﾝｸﾞ→② ﾊﾞｯﾌｧﾘﾝｸﾞ→③ 

データ異常なら 

DLE送信→① 

データ正常なら

ﾊﾞｯﾌｧﾘﾝｸﾞ→② 

 

データ異常なら 

DLE送信→① 

データ正常なら

ﾊﾞｯﾌｧﾘﾝｸﾞ→② 

データ異常なら 

DLE送信→① 

データ正常なら 

ﾊﾞｯﾌｧﾘﾝｸﾞ→② 

→② 

③ＢＣＣ受信 

BCC一致なら→

④ 

BCC不一致なら 

NAK送信→① 

BCC一致なら→

④ 

BCC不一致なら 

NAK送信→① 

BCC一致なら→

④ 

BCC不一致なら 

NAK送信→① 

BCC一致なら→

④ 

BCC不一致なら 

NAK送信→① 

BCC一致なら→

④ 

BCC不一致なら 

NAK送信→① 

→③ 

④レスポンス送信後

ACK待ち 
→② →① →① →① 

レスポンス再送

→④ 
→④ 

 

コマンド実行中に、リセットコマンド等優先コマンドを受信した場合、実行中のコマンドは中止され、優先コマンドのレスポンスが返されます。 

 

 

 

 

６ 



 

３-４コマンド、レスポンス転送フォーマット 
 

コマンド転送フォーマット  

        ＳＴＸ コマンド データ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット  

        ＳＴＸ コマンド ステータス データ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 データ列長は、１０２４バイト以内にする必要があります。 

 

３-５伝送制御キャラクタ 
伝送制御キャラクタの文字コード、機能は以下の通りです。 

 

キャラクタ コード 機          能 

ＳＴＸ ０２ｈ テキスト開始符号       

ＥＴＸ ０３ｈ テキスト終了符号       

ＡＣＫ ０６ｈ 正常応答           

ＮＡＫ １５ｈ 再送要求           

ＤＬＥ １０ｈ 拒否応答           

ＬＦ ０Ａｈ 印字行の改行 

ＥＳＣ １Ｂｈ エスケープシーケンスの開始 

ＢＣＣ － ブロックチェックキャラクタ 

 

ＢＣＣはコマンドからＥＴＸまでの排他的論理和です。 

  また、ＢＣＣは００ｈ～ＦＦｈの値となりますのでプログラミング上の注意が必要です。 

 

 

３-６処理対象カード 
処理対象カードとは、リーダ／ライタが処理可能なカードを言います。 

カードを挿入口に挿入すると処理対象カードになります。 

前処理が終了して装置内に待機しているカードは、処理対象カードです。 

装置内に待機しているときは、挿入口のカードの有無に関わらず待機カードが処理対象カー

ドとなります。 

装置から排出されたカードは引き抜き待ちカードとなり、処理対象カードになりません。 

このカードを処理するためには、一旦カードを引き抜いた後再び挿入するか、抜き取り待ち

解除コマンド（５５ｈ）を 利用する事で、処理が可能となります。 

 

３-７リトライ及びベリファイ 
本装置は、磁気ストライプデータの読み取りに失敗したり書き込みに失敗すると再試行（リ

トライ）を行います。（リトライ回数を設定している場合） 

読みとりまたは書き込みに設定回数失敗すると、リード／ライトエラーとなり処理を中止し

ます。 書き込みエラーは、書き込み動作後に磁気ストライプを再度読み取り、読み取った

結果と書き込みデータが一致するか否かで検出します。 

この読みとり動作をベリファイと言い、自動的に行います。 

リトライ回数の初期設定値は、２回（計３回）となっています。 

 

 

 

 

 

 

７ 



 

３-８バッファリード 
カードのリード／ライトが終了してカードが待機状態にあるとき、バッファリードコマンド

（２９ｈ、２Ａｈ，２Ｂｈ、２Ｃｈ）を使用すると、装置のリードバッファ内からリードデ

ータを取得し、カードを搬送せずに当該トラックのリードデータを得ることができます。 

カードが待機していない状態またはリード／ライト動作を行っていない状態で、バッファリ

ードコマンドを使用すると、通常のリードコマンドと同様にカードを搬送してリード動作を

行います。このようにバッファリードは、リードキャッシュに似た動作をします。 

これは複数の磁気ストライプを読み取る場合に有用です。 

使用例の様に、通常のリードコマンドに続けてバッファリードコマンドを使用すると「一回

のカード搬送ですべてのトラックの磁気データを読み取る」ことが可能となります。 

 

コマンド使用例（４１０） 

 

＜２４ｈ＞コマンド送信・・・・第１トラックのカードデータ取得（カード搬送） 

＜２Ｃｈ＞コマンド送信・・・・第２トラックのカードデータ取得 

＜２Ｃｈ＞コマンド送信・・・・第３トラックのカードデータ取得 

第１～第３トラックの指定は、各コマンドのパラメータによって行います。 

 

 

３-９ ７ビットフォーマット／逆７ビットフォーマット 
７ビットフォーマットは、ＪＩＳ Ｘ６３０２で規定するⅡ型のフォーマットに準拠してい

ます。Ⅱ型フォーマットの磁気ストライプは、カードの表面に設置すると規定されており、

カードを表から見た時の左側が開始符合となっています。 

しかし磁気ストライプがカード裏面に存在するカードに関して、ＪＩＳでの規定がありませ

ん。そのため表面にあるストライプを表裏逆に挿入したとみなして磁気ストライプを処理す

るよう設計されています。これは磁気面から見て左から右へエンコードするということにな

ります。 

逆７ビットフォーマットは、反対に磁気面から見て右から左へエンコードします。 

７ビットフォーマットと逆７ビットフォーマットでは、開始符号／終了符号ともに同じ（７

Ｆｈ：パリティー含むとＦＦｈ）であるため、リード時はどちらの方向からエンコードされ

ているか判別できない場合があります。 

旧カードからの引継ぎ処理など、明確にエンコード方向が区別できる場合を除いて運用は何

れか一方向のみとして下さい。 

 

 

３-１０自動識別リード 
本装置は、２１ｈ、２２ｈ、２３ｈ、２５ｈ、２６ｈ、２７ｈ、２９ｈ、２Ａｈ，２Ｂｈの

リードコマンドにおいては、下記フォーマットを自動識別してリード処理を行う様に設計さ

れています。 

 

(1)７ビットフォーマット ＪＩＳＸ６３０２記録様式 

(2)逆７ビットフォーマット ＪＩＳＸ６３０２の逆方向記録様式  

(3)６ビットフォーマット ＩＳＯ７８１１／２ 第１トラック記録様式 

(4)４ビットフォーマット ＩＳＯ７８１１／２ 第２／第３トラック記録様式 

 

磁気データによっては、複数のフォーマットにおいて有効と判断できるものが存在します。

その場合、自動識別リードの処理では、上位装置に対して、稀に意図せぬフォーマットとし

て読み取った内容を返す可能性があります。 

２４ｈ、２８ｈ、２Ｃｈのリードコマンドを使用し、読み取りフォーマットを指定してのリ

ード処理を行うことを推奨します。 
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３-１１コマンド、ステータス一覧 
 

（１）コマンド一覧 

コード コマンド内容 適用機種 区分 

２４ｈ トラックおよびフォーマット指定リ－ドコマンド 400/410 

磁気 

ストライプ 

コマンド 

２８ｈ トラックおよびフォーマット指定リ－ド（カード無しステータス付き）コマンド 400/410 

２Ｃｈ トラックおよびフォーマット指定バッファリ－ドコマンド 400/410 

２１ｈ 第１トラックリ－ドコマンド 410     ＊5 

２２ｈ 第２トラックリ－ドコマンド 400/410  ＊5 

２３ｈ 第３トラックリ－ドコマンド 410     ＊5 

２５ｈ 第１トラックリ－ド （カード無しステータス付き）コマンド 410     ＊5 

２６ｈ 第２トラックリ－ド （カード無しステータス付き）コマンド 400/410  ＊5 

２７ｈ 第３トラックリ－ド （カード無しステータス付き）コマンド 410     ＊5 

２９ｈ 第１トラックバッファリ－ドコマンド 410     ＊5 

２Ａｈ 第２トラックバッファリ－ドコマンド 400/410  ＊5 

２Ｂｈ 第３トラックバッファリ－ドコマンド 410     ＊5 

３７ｈ 逆７ビットフォーマット第３トラックデータ設定コマンド 410 

３９ｈ ７ビットフォーマット第２トラックデータ設定コマンド 400 

３Ａｈ ７ビットフォーマット第３トラックデータ設定コマンド 410 

３Ｃｈ 第２トラックデータ設定コマンド *1 

データフォーマットはメモリ

スイッチの設定による 

400 

３Ｄｈ 第３トラックデータ設定コマンド 410 

３１ｈ 磁気ストライプライト→待機コマンド 400/410 

３２ｈ 磁気ストライプライト→待機(カード無しステータス付き)コマンド 400/410 

４０ｈ 印字展開バッファクリアコマンド 400/410 

印字、消去 

コマンド 

４９ｈ バッファクリアコマンド 400/410 

４１ｈ 印字データ設定コマンド 400/410 

４３ｈ 外部イメージデータの展開コマンド（ラインモード） 400/410 

４４ｈ 全角外字フォント登録コマンド 400/410 

４５ｈ 半角外字フォント登録コマンド 400/410 

４６ｈ 消去＋印字→排出コマンド 400/410 

４Ｄｈ 外部データ展開コマンド（ブロックモード） 400/410 
 

４Ｅｈ バーコードデータ設定コマンド 400/410 
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コード コマンド内容  区分 

５０ｈ カード排出コマンド 400/410 

カード 

コマンド 

５３ｈ カード前方待機コマンド 400/410 

５１ｈ カード後方待機コマンド 400/410 

５４ｈ カード挿入待ち状態解除コマンド 400/410 

５５ｈ カード引き抜き待ち状態解除コマンド 400/410 

５９ｈ ステータス要求コマンド 400/410 

情報、表示 

コマンド 

５８ｈ ＲＯＭバージョン要求コマンド 400/410 

５Ａｈ ＬＥＤ、ブザー制御コマンド 400/410  

９５ｈ カード搬送回数要求コマンド 400/410 

９６ｈ 印刷回数要求コマンド 400/410 

５Ｂｈ クリーニングボタン有効／無効コマンド 400/410 クリーニング 

コマンド ５２ｈ クリーニングコマンド 400/410 

５Ｆｈ リセットコマンド 400/410 
その他の 

コマンド 
９０ｈ 通信設定コマンド 400/410 ＊4 

９１ｈ 各種設定コマンド 400/410 

 

適用機種詳細 

４００  ： １トラック磁気ヘッド搭載機（TCP400**） 

４１０  ： ３トラック磁気ヘッド搭載機（TCP410**） 

 

 

＊ １ メモリスイッチの初期設定は以下の通りです。 

３トラック磁気ヘッド搭載機種の場合（ＴＣＰ４１０＊＊／ＴＣＭ４１０＊） 

３Ｂｈ ： 未対応 

３Ｃｈ ： 未対応 

３Ｄｈ ： ４ビット＋１パリティー ＩＳＯ７８１１／２ 第３トラック記録様式 

 

１トラック磁気ヘッド搭載機種の場合（ＴＣＰ４００＊＊／ＴＣＭ４００＊） 

３Ｂｈ ： 未対応 

３Ｃｈ ： ４ビット＋１パリティー ＩＳＯ７８１１／２ 第２トラック記録様式 

３Ｄｈ ： 未対応 

 

 

＊ ５ 自動識別リードを行います。フォーマットを指定しての読み取りが可能な、２４ｈ、

２８ｈ、２Ｃｈのコマンドを使用することを推奨します。 

当該コマンドはＴＣＰ３００Ⅱ・ＴＣＰ４００シリーズのファームウェアバージョ

ン２.２以降、ＴＣＰ３００シリーズファームウェアバージョン２．８以降に実装さ

れています。 
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（２）ステータス一覧 

ステータスの内容を以下に示します。 

ステータスコード２０ｈ以外は全てエラー発生通知である事から 実際のシステムの 

運用においては ステータスがコード２０ｈかそれ以外かでエラー発生の有無を 

確認するだけの処理分岐を推奨します。 

今後 エラー発生通知コードに関しては予期なく変更または追加される可能性が有ります。 

未定義のステータスはシステム予約となっています。 

 

コード ステータス内容 ランク 

２０ｈ 正常  

２２ｈ 処理対象カード無し Ｃ 

２３ｈ 磁気ストライプ無し（逆差し等）または、その他のエラー Ｃ 

３１ｈ パリティエラー Ｂ 

３２ｈ 開始符号／終了符号なし Ｂ 

３３ｈ ＬＲＣエラー Ｂ 

３４ｈ 異常キャラクタ Ｂ 

３７ｈ 磁気ストライプ書込エラー Ｂ 

３８ｈ カードジャム Ｂ 

４０ｈ カバーＯＰＥＮ Ｂ 

４１ｈ 無効コマンド Ｃ 

４２ｈ カムモータ異常 Ａ 

４３ｈ イレースヘッド温度異常 Ａ 

４５ｈ ＥＥＰＲＯＭエラー Ａ 

４Ｃｈ 不適合ＢＭＰファイルデータ Ｃ 

５１ｈ 展開バッファオーバーフロー Ｃ 

 

ランクＡ リーダ／ライタのハードに異常が有り、点検修理が必要なレベルです。 

ランクＢ 装置のクリーニング実施やカード再発行などオペレータの介在が必要なレベルで

す。エラーの発生頻度によってはリーダ／ライタの点検修理が必要です。 

ランクＣ 軽微なエラーまたは、ソフトデバッグ時以外は発生しないエラーで簡単な操作で回

復可能なレベルです。繰り返し発生する場合はリーダ／ライタの点検修理が必要で

す。 

 

ここでのランク分けは、通常の使用状態において発生する可能性を元にランク分けしています。 
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４ 各コマンド詳細 
 

４-１磁気ストライプコマンド 
 

（１）トラックおよびフォーマット指定リ－ドコマンド（400/410） 

 

［概要］ 

このコマンドは、磁気ストライプのリード、待機を行います。 

使用するトラックおよび磁気ストライプのフォーマットは、次のパラメータで指定します。 

 

・リードトラック指定パラメータ 

‘１’：第 1トラック 

‘２’：第２トラック 

‘３’：第３トラック 

  磁気ストライプのトラック数が１トラックの機種（TCP300）では‘２'のみ有効です。 

 

・リードフォーマット指定パラメータ 

‘０’：7ビット＋1パリティー（以下 7ビットフォーマット） JISX6302準拠 ※ 

‘１’：6ビット＋1パリティー（以下 6ビットフォーマット） ISO 7811/2第１ﾄﾗｯｸ準拠 

‘２’：4ビット＋1パリティー（以下 4ビットフォーマット） ISO 7811/2第 2 ﾄﾗｯｸ準拠 

‘３’：4ビット＋1パリティー（以下 4ビットフォーマット） ISO 7811/2第 3 ﾄﾗｯｸ準拠 

‘４’：逆 7ビット＋1パリティー 7ビットフォーマットの逆方向書込みフォーマット ※ 

ただし、第 2 ﾄﾗｯｸに関しては 70bpiフォーマットとする。 

 

※：JISX6302準拠磁気フォーマット読み取り方向は、メモリスイッチの設定に関わらずパラメ

ータによる指定に従います。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ２４ｈ リードトラック指定 , リードフォーマット指定 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ２４ｈ ステータス リードデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

［動作詳細］ 

装置内に待機カードがあれば、待機カードの磁気ストライプをリードします。 

待機カードがない場合は、挿入口にカードが挿入されるのを待ち、挿入後リード動作を開始し

ます。装置内に引き抜き待ちカードがあると排出動作実行後カード挿入を待ちます。 

カードの読み取りに失敗すると、設定されたリトライ回数に従って自動的にリトライ動作を行

います。リトライ動作を行っても読み取れない場合リードエラーとなり、レスポンスブロック

のステータスフィールドに２３ｈ、３１ｈ～３４ｈの値がセットされます。 

コマンド実行後の結果は、レスポンスブロックのステータスフィールドに格納されます。 

リードデータ列は、以下の通りです。 

 

フォーマット        データ長        文字コード 

７ビットフォーマット ： ０～６９バイトの可変長データ （01ｈ～7Eh）02h,03h除く 

逆７ビットフォーマット ： ０～６９バイトの可変長データ （01ｈ～7Eh）02h,03h除く 

６ビットフォーマット ： ０～７６バイトの可変長データ （20ｈ～5Eh） 

４ビットフォーマット ： ０～１０４バイトの可変長データ（30ｈ～3Eh） 

 

磁気ストライプの開始符号、終了符号、ＬＲＣ、パリティービットは、リードデータ列中には
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含まれません。 

本コマンド発行後、カードの待機中はバッファリードが可能です。 

本コマンド発行後にカードが挿入されない場合等でコマンドをキャンセルしたい場合には、挿

入待ち状態解除コマンド（５４ｈ）を発行して下さい。 

コマンド送受信コントロール VisualCard.OCXを利用している場合は、ClearCommunicationメ

ソッドで通信を解除してから挿入待ち解除コマンドを発行します。 

 

 

 

（２）トラックおよびフォーマット指定リード（カード無しステータス付き）コマンド（400/410） 

 

［概要］ 

このコマンドは、磁気ストライプのリード、待機を行います。 

使用するトラックおよび磁気ストライプのフォーマットは、次のパラメータで指定します。 

 

・リードトラック指定パラメータ 

‘１’：第 1トラック 

‘２’：第２トラック 

‘３’：第３トラック 

磁気ストライプのトラック数が１トラックの機種（TCP300）では‘２'のみ有効です。 

 

・リードフォーマット指定パラメータ 

‘０’：7ビットフォーマット JISX6302準拠 ※ 

‘１’：6ビットフォーマット ISO 7811/2 の第１ﾄﾗｯｸ準拠 

‘２’：4ビットフォーマット ISO 7811/2 の第 2 ﾄﾗｯｸ準拠（70bpi ﾌｫｰﾏｯﾄ） 

‘３’：4ビットフォーマット ISO 7811/2 の第 3 ﾄﾗｯｸ準拠 

‘４’：逆 7ビットフォーマット JISX6302準拠の逆方向書込みフォーマット※ 

 

※：JISX6302準拠磁気フォーマット読み取り方向は、メモリスイッチの設定に関わらずパラ

メータによる指定に従います。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ２８ｈ リードトラック指定 , リードフォーマット指定 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ２８ｈ ステータス リードデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

［動作詳細］ 

装置内に、待機カードがあれば、待機カードの磁気ストライプをリードします。 

処理対象カードが無い場合は、レスポンスブロックのステータスフィールドにカード無しステ

ータス（２２ｈ）をセットし、コマンドを終了します。この場合リードデータ列フィールドは

存在しません。本コマンド発行時に装置内に引き抜き待ちカードがあれば排出動作を行います。 

コマンド実行後の結果は、レスポンスブロックのステータスフィールドに格納されます。 

カードの読み取りに失敗すると、設定されたリトライ回数に従って自動的にリトライ動作を行

います。リトライ動作を行っても読み取れない場合リードエラーとなり、レスポンスブロック

のステータスフィールドに２３ｈ、３１ｈ～３４ｈの値がセットされます。 

リードデータ列は、以下の通りです。 

 

フォーマット        データ長        文字コード 

７ビットフォーマット ： ０～６９バイトの可変長データ （01ｈ～7Eh）02h,03h除く 

逆７ビットフォーマット ： ０～６９バイトの可変長データ （01ｈ～7Eh）02h,03h除く 
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６ビットフォーマット ： ０～７６バイトの可変長データ （20ｈ～5Eh） 

４ビットフォーマット ： ０～１０４バイトの可変長データ（30ｈ～3Eh） 

 

磁気ストライプの開始符号、終了符号、ＬＲＣ、パリティービットは、リードデータ列中には、

含まれません。 

本コマンド発行後、カードの待機中はバッファーリードが可能です。 

 

 

 

（３）トラックおよびフォーマット指定 バッファリ－ドコマンド(400/410) 

 

［概要］ 

このコマンドは指定されたトラックバッファデータを取得します。 

使用するトラックおよび磁気ストライプのフォーマットは、次のパラメータで指定します。 

 

・リードトラック指定パラメータ 

‘１’：第 1トラック 

‘２’：第２トラック 

‘３’：第３トラック 

磁気ストライプのトラック数が１トラックの機種（TCP300）では‘２'のみ有効です。 

 

・リードフォーマット指定パラメータ 

‘０’：7ビットフォーマット JISX6302準拠 ※ 

‘１’：6ビットフォーマット ISO 7811/2 の第１ﾄﾗｯｸ準拠 

‘２’：4ビットフォーマット ISO 7811/2 の第 2 ﾄﾗｯｸ準拠（70bpi ﾌｫｰﾏｯﾄ） 

‘３’：4ビットフォーマット ISO 7811/2 の第 3 ﾄﾗｯｸ準拠 

‘４’：逆 7ビットフォーマット JISX6302準拠の逆方向書込みフォーマット※ 

 

※：JISX6302準拠磁気フォーマット読み取り方向は、メモリスイッチの設定に関わらずパラメ

ータによる指定に従います。 

 

磁気のリード／ライトの終了後カードが待機状態にある場合、指定されたバッファのリードデ

ータを取得します。バッファにリードデータが無い場合、通常のリード動作を行います。 

詳細は、トラックおよびフォーマット指定リ－ドコマンドを参照下さい。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ２Ｃｈ リードトラック指定 , リードフォーマット指定 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ２Ｃｈ ステータス リードデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

（４）第１トラックリ－ドコマンド（410） 

 

［概要］ 

このコマンドは以下のフォーマットでエンコードされた磁気ストライプの第１トラックリー

ド、待機を行います。 

・ 7ビット＋1パリティー（以下 7ビットフォーマット） JISX6302準拠 ※ 

・ 逆 7ビットフォーマット 上フォーマットの逆方向書込みフォーマット ※ 

・ 6ビット＋1パリティー（以下 6ビットフォーマット） ISO 7811/2の第１ﾄﾗｯｸ準拠 

・ 4ビット＋1パリティー（以下 4ビットフォーマット） ISO 7811/2の第 2/3 ﾄﾗｯｸ準拠 

ただし 第 2 ﾄﾗｯｸに関しては 70bpi フォーマットとする。 
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※：JISX6302準拠磁気フォーマット読み取り方向は、予め設定されたメモリスイッチの内容に

従います。詳細につきましては各種設定コマンド（91ｈ）を参照願います。 

 

どのフォーマットで読み取るかは磁気ストライプの開始符号により自動的に決定されます。 

尚、本コマンドに関しては、自動識別の際に複数のフォーマットにおいて有効と判断できる磁

気データにおいては、上位装置に、稀に意図せぬフォーマットで読み取った内容を返す可能性

がありますので、トラックおよびフォーマット指定リ－ドコマンドの使用をお薦めいたします。 

本コマンドは、磁気ストライプのトラック数が１トラックの機種（TCP400）では使用できませ

ん。 

 

その他動作詳細は、トラックおよびフォーマット指定リ－ドコマンドを参照下さい。 

 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ２１ｈ ＥＴＸ ＢＣＣ 

ＢＣＣ＝２２ｈ 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ２１ｈ ステータス リードデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

（５）第２トラックリ－ドコマンド（400/410） 

 

［概要］ 

このコマンドは以下のフォーマットでエンコードされた磁気ストライプの第２トラックリー

ド、待機を行います。 

 

・ 7ビットフォーマット JISX6302準拠 ※ 

・ 逆 7ビットフォーマット 上フォーマットの逆方向書込みフォーマット※ 

・ 6ビットフォーマット ISO 7811/2の第１ﾄﾗｯｸ準拠 

・ 4ビットフォーマット ISO 7811/2の第 2/3 ﾄﾗｯｸ準拠 

ただし 第 2 ﾄﾗｯｸに関しては 70bpi ﾌｫｰﾏｯﾄとする。 

 

※：JISX6302準拠磁気フォーマット読み取り方向は、予め設定されたメモリスイッチの内容に

従います。詳細につきましては各種設定コマンド（91ｈ）を参照願います。 

 

その他概要及び動作詳細は第１トラックリードコマンドを参照下さい。  

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ２２ｈ ＥＴＸ ＢＣＣ 

ＢＣＣ＝２１ｈ 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ２２ｈ ステータス リードデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

（６）第３トラックリ－ドコマンド（410） 

 

［概要］ 

このコマンドは以下のフォーマットでエンコードされた磁気ストライプの第３トラックリー

ド、待機を行います。 
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・ 7ビットフォーマット JISX6302準拠 ※ 

・ 逆 7ビットフォーマット 上フォーマットの逆方向書込みフォーマット ※ 

・ 6ビットフォーマット ISO 7811/2の第１ﾄﾗｯｸ準拠 

・ 4ビットフォーマット ISO 7811/2の第 2/3 ﾄﾗｯｸ準拠 

ただし 第 2 ﾄﾗｯｸに関しては 70bpi ﾌｫｰﾏｯﾄとする。 

 

※：JISX6302準拠磁気フォーマット読み取り方向は、予め設定されたメモリスイッチの内容に

従います。詳細につきましては各種設定コマンド（91ｈ）を参照願います。 

 

本コマンドは、磁気ストライプのトラック数が１トラックの機種（TCP400）では使用できませ

ん。 

その他概要及び動作詳細は第１トラックリードコマンドを参照下さい。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ２３ｈ ＥＴＸ ＢＣＣ 

           ＢＣＣ＝２０ｈ 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ２３ｈ ステータス リードデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

（７）第１トラックリ－ド（カード無しステータス付き）コマンド（410） 

 

［概要］ 

このコマンドは以下のフォーマットでエンコードされた磁気ストライプの第１トラックリー

ド、待機を行います。 

・ 7ビットフォーマット JISX6302準拠 ※ 

・ 逆 7ビットフォーマット 上フォーマットの逆方向書込みフォーマット ※ 

・ 6ビットフォーマット ISO 7811/2の第１ﾄﾗｯｸ準拠 

・ 4ビットフォーマット ISO 7811/2の第 2/3 ﾄﾗｯｸ準拠 

ただし 第 2 ﾄﾗｯｸに関しては 70bpi ﾌｫｰﾏｯﾄとする。 

 

※：JISX6302準拠磁気フォーマット読み取り方向は、予め設定されたメモリスイッチの内容に

従います。詳細につきましては各種設定コマンド（91ｈ）を参照願います。 

 

どのフォーマットで読み取るかは磁気ストライプの開始符号により自動的に決定されます。 

尚、本コマンドに関しては、自動識別の際に複数のフォーマットにおいて有効と判断できる磁

気データにおいては、上位装置に、稀に意図せぬフォーマットで読み取った内容を返す可能性

がありますので、トラックおよびフォーマット指定リ－ド（カード無しステータス付き）コマ

ンドの使用をお薦めいたします。 

本コマンドは、磁気ストライプのトラック数が１トラックの機種（TCP400）では使用できませ

ん。 

 

その他動作詳細は、トラックおよびフォーマット指定リ－ド（カード無しステータス付き）コ

マンドを参照下さい。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ２５ｈ ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ２５ｈ ステータス リードデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 
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（８）第２トラックリ－ド（カード無しステータス付き）コマンド（400/410） 

 

［概要］ 

このコマンドは以下のフォーマットでエンコードされた磁気ストライプの第２トラックリー

ド、待機を行います。 

 

・ 7ビットフォーマット） JISX6302準拠 ※ 

・ 逆 7ビットフォーマット 上フォーマットの逆方向書込みフォーマット ※ 

・ 6ビットフォーマット ISO 7811/2の第１ﾄﾗｯｸ準拠 

・ 4ビットフォーマット ISO 7811/2の第 2/3 ﾄﾗｯｸ準拠 

ただし 第 2 ﾄﾗｯｸに関しては 70bpi ﾌｫｰﾏｯﾄとする。 

 

※：JISX6302準拠磁気フォーマット読み取り方向は、予め設定されたメモリスイッチの内容に

従います。詳細につきましては各種設定コマンド（91ｈ）を参照願います。 

 

その他概要及び動作詳細は第１トラックリード（カード無しステータス付き）コマンドを参照

下さい。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ２６ｈ ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ２６ｈ ステータス リードデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

（９）第３トラックリ－ド（カード無しステータス付き）コマンド (410) 

 

［概要］ 

このコマンドは以下のフォーマットでエンコードされた磁気ストライプの第３トラックリー

ド、待機を行います。 

 

・ 7ビットフォーマット JISX6302準拠 ※ 

・ 逆 7ビットフォーマット 上フォーマットの逆方向書込みフォーマット ※ 

・ 6ビットフォーマット ISO 7811/2の第１ﾄﾗｯｸ準拠 

・ 4ビットフォーマット ISO 7811/2の第 2/3 ﾄﾗｯｸ準拠 

ただし 第 2 ﾄﾗｯｸに関しては 70bpi ﾌｫｰﾏｯﾄとする。 

 

※：JISX6302準拠磁気フォーマット読み取り方向は、予め設定されたメモリスイッチの内容に

従います。詳細につきましては各種設定コマンド（91ｈ）を参照願います。 

 

本コマンドは、磁気ストライプのトラック数が１トラックの機種（TCP400）では使用できませ

ん。 

その他概要及び動作詳細は第１トラックリード（カード無しステータス付き）コマンドを参照

下さい。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ２７ｈ ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ２７ｈ ステータス リードデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 
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（１０）第１トラックバッファリ－ドコマンド(410) 

 

このコマンドは以下のフォーマットの第１トラックバッファデータを取得します。 

 

・ 7ビットフォーマット JISX6302準拠 ※ 

・ 逆 7ビットフォーマット 上フォーマットの逆方向書込みフォーマット ※ 

・ 6ビットフォーマット ISO 7811/2の第１ﾄﾗｯｸ準拠 

・ 4ビットフォーマット ISO 7811/2の第 2/3 ﾄﾗｯｸ準拠 

ただし 第 2 ﾄﾗｯｸに関しては 70bpi ﾌｫｰﾏｯﾄとする。 

 

※：JISX6302準拠磁気フォーマット読み取り方向は、予め設定されたメモリスイッチの内容に

従います。詳細につきましては各種設定コマンド（91ｈ）を参照願います。 

 

その他詳細は、トラックおよびフォーマット指定 バッファリ－ドコマンドを参照下さい。 

尚、本コマンドに関しては、自動識別の際に複数のフォーマットにおいて有効と判断できる磁

気データにおいては、上位装置に、稀に意図せぬフォーマットで読み取った内容を返す可能性

がありますので、トラックおよびフォーマット指定バッファリ－ドコマンドの使用をお薦めい

たします。 

本コマンドは磁気ストライプのトラック数が１トラックの機種（TCP400）では使用できません。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ２９ｈ ＥＴＸ ＢＣＣ 

   

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ２９ｈ ステータス リードデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

（１１）第２トラックバッファリ－ドコマンド（400/410） 

 

このコマンドは以下のフォーマットの第２トラックバッファデータを取得します。 

 

・ 7ビットフォーマット JISX6302準拠 ※ 

・ 逆 7ビットフォーマット 上フォーマットの逆方向書込みフォーマット ※ 

・ 6ビットフォーマット ISO 7811/2の第１ﾄﾗｯｸ準拠 

・ 4ビットフォーマット ISO 7811/2の第 2/3 ﾄﾗｯｸ準拠 

ただし 第 2 ﾄﾗｯｸに関しては 70bpi ﾌｫｰﾏｯﾄとする。 

 

※：JISX6302準拠磁気フォーマット読み取り方向は、予め設定されたメモリスイッチの内容に

従います。詳細につきましては各種設定コマンド（91ｈ）を参照願います。 

 

その他詳細は、第１トラックバッファリ－ドコマンドを参照下さい。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ２Ａｈ ＥＴＸ ２９ｈ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ２Ａｈ ステータス リードデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 
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（１２）第３トラックバッファリ－ドコマンド（410） 

 

このコマンドは以下のフォーマットの第３トラックバッファデータを取得します。 

 

・ 7ビットフォーマット JISX6302準拠 ※ 

・ 逆 7ビットフォーマット 上フォーマットの逆方向書込みフォーマット ※ 

・ 6ビットフォーマット ISO 7811/2の第１ﾄﾗｯｸ準拠 

・ 4ビットフォーマット ISO 7811/2の第 2/3 ﾄﾗｯｸ準拠 

ただし 第 2 ﾄﾗｯｸに関しては 70bpi ﾌｫｰﾏｯﾄとする。 

 

※：JISX6302準拠磁気フォーマット読み取り方向は、予め設定されたメモリスイッチの内容に

従います。詳細につきましては各種設定コマンド（91ｈ）を参照願います。 

 

本コマンドは、磁気ストライプのトラック数が１トラックの機種（TCP400）では使用できませ

ん。 

その他詳細は、第１トラックバッファリ－ドコマンドを参照下さい。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ２Ｂｈ ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ２Ｂｈ ステータス リードデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

 

（１４）逆７ビットフォーマット第２トラックデータ設定コマンド（400） 

 

このコマンドは、逆７ビットフォーマットで第２トラックへのライトデータを設定します。 

ライトデータ列長は０～６９バイトで、０２ｈ（ＳＴＸ）、０３ｈ（ＥＴＸ）を除く、０１ｈ

～７Ｅｈまでのデータでなければなりません。 

磁気ストライプの開始符号、終了符号、ＬＲＣ、及びパリティービットは、自動的に付加され

ます。ライトデータ中にエラーを検出すると拒否応答します。 

 

※本コマンドは ７ビットフォーマット第２トラックデータ設定コマンド３９ｈとは逆方向

（磁気面より見て右から左へエンコード）の磁気ストライプデータを生成します。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ３６ｈ ライトデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ３６ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

（１５）逆７ビットフォーマット第３トラックデータ設定コマンド（410） 

 

このコマンドは、逆７ビットフォーマットで第３トラックへのライトデータを設定します。 

ライトデータ列長は０～６９バイトで、０２ｈ（ＳＴＸ）、０３ｈ（ＥＴＸ）を除く、０１ｈ

～７Ｅｈまでのデータでなければなりません。 

磁気ストライプの開始符号、終了符号、ＬＲＣ、及びパリティービットは、自動的に付加され

ます。ライトデータ中にエラーを検出すると拒否応答します。 
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本コマンドは磁気ストライプのトラック数が１トラックの機種（TCP400）では使用できません。 

※本コマンドは ７ビットフォーマット第３トラックデータ設定コマンド３Ａｈとは逆方向の       

磁気ストライプデータを生成します。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ３７ｈ ライトデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ３７ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

（１７）７ビットフォーマット第２トラックデータ設定コマンド（400） 

 

このコマンドは、７ビットフォーマットで第２トラックへのライトデータを設定します。 

ライトデータ列長は０～６９バイトで、０２ｈ（ＳＴＸ）、０３ｈ（ＥＴＸ）を除く、０１ｈ

～７Ｅｈまでのデータでなければなりません。 

磁気ストライプの開始符号、終了符号、ＬＲＣ、及びパリティービットは、自動的に付加され

ます。ライトデータ中にエラーを検出すると拒否応答します。 

 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ３９ｈ ライトデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ３９ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

（１８）７ビットフォーマット第３トラックデータ設定コマンド（410） 

 

このコマンドは、７ビットフォーマットで第３トラックへのライトデータを設定します。 

ライトデータ列長は０～６９バイトで、０２ｈ（ＳＴＸ）、０３ｈ（ＥＴＸ）を除く、０１ｈ

～７Ｅｈまでのデータでなければなりません。 

磁気ストライプの開始符号、終了符号、ＬＲＣ、及びパリティービットは、自動的に付加され

ます。ライトデータ中にエラーを検出すると拒否応答します。 

本コマンドは磁気ストライプのトラック数が１トラックの機種（TCP400）では使用できません。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ３Ａｈ ライトデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ３Ａｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 
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（２０）第２トラックデータ設定コマンド（400） 

 

このコマンドは、第２トラックのライトデータを設定します。 

ライトデータの磁気フォーマットは、下記フォーマットに対応可能ですが、どのフォーマット

に設定されるかは、予め設定されたメモリスイッチの内容に従います。詳細につきましては各

種設定コマンド（91ｈ）を参照願います。 

 

・ 7ビットフォーマット JISX6302準拠 

・ 逆 7ビットフォーマット 上フォーマットの逆方向書込みフォーマット 

・ 6ビットフォーマット ISO 7811/2の第１ﾄﾗｯｸ準拠 

・ 4ビットフォーマット ISO 7811/2の第 2/3 ﾄﾗｯｸ準拠 

ただし 第 2 ﾄﾗｯｸに関しては 70bpi ﾌｫｰﾏｯﾄとする。 

 

磁気ストライプの開始符号、終了符号、ＬＲＣ、及びパリティービットは、自動的に付加され

ます。ライトデータ中にエラーを検出すると拒否応答します。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ３Ｃｈ ライトデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ３Ｃｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

（２１）第３トラックデータ設定コマンド（410） 

 

このコマンドは、第３トラックのライトデータを設定します。 

ライトデータの磁気フォーマットは、下記フォーマットに対応可能ですが、どのフォーマット

に設定されるかは、予め設定されたメモリスイッチの内容に従います。詳細につきましては各

種設定コマンド（91ｈ）を参照願います。 

 

・ 7ビットフォーマット JISX6302準拠 

・ 逆 7ビットフォーマット 上フォーマットの逆方向書込みフォーマット 

・ 6ビットフォーマット ISO 7811/2の第１ﾄﾗｯｸ準拠 

・ 4ビットフォーマット ISO 7811/2の第 2/3 ﾄﾗｯｸ準拠 

ただし 第 2 ﾄﾗｯｸに関しては 70bpi ﾌｫｰﾏｯﾄとする。 

 

磁気ストライプの開始符号、終了符号、ＬＲＣ、及びパリティービットは、自動的に付加され

ます。ライトデータ中にエラーを検出すると拒否応答します。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ３Ｄｈ ライトデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ３Ｄｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

２１ 



 

 

（２２）磁気ストライプライト→待機コマンド（400/410） 

 

［概要］ 

このコマンドは、データ設定コマンドにより設定された磁気データのライトを行います。 

［動作詳細］ 

ライトトラック指定されたトラックに正常なライトデータが設定されている場合においての

み書き込み動作を開始します。 

処理対象カードが無い場合は挿入口にカードが挿入されるのを待ち、挿入後にライト動作を開

始します。 

ライトトラック指定されたトラックに正常にライトデータが設定されていない場合にはリー

ダ／ライタはＤＬＥ文字で応答しコマンドを拒否します。 

磁気書込動作後自動的にベリファイを行います。 

磁気書込に失敗した場合は、ライトリトライ回数設定コマンド（９１ｈ，Ｗ）で指定された回

数だけリトライ動作を実行します。リトライ回数の初期設定は２回（初回＋２）です。 

 

 

・ライトトラック指定パラメータ 

 

磁気ストライプのトラック数が３トラックの機種（TCP410） 

‘４': トラック３の磁気書込許可。 

 

磁気ストライプのトラック数が１トラックの機種（TCP400） 

 ‘２': トラック２の磁気書込許可。 

 

本コマンド発行後にカードが挿入されない場合等でコマンドをキャンセルしたい場合には、通

信状態の解除を行った後に 挿入待ち状態解除コマンド（５４ｈ）を発行して下さい。 

コマンド送受信コントロール VisualCard.OCX を利用している場合は、ClearCommunicationメ

ソッドで通信を解除してから挿入待ち解除コマンドを発行します。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ３１ｈ ライトトラック指定 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ３１ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

（２３）磁気ストライプライト→待機（カード無しステータス付き）コマンド（400/410） 

 

［概要］ 

このコマンドは、データ設定コマンドにより設定された磁気データのライトを行います。 

装置内に処理対象カードがあれば処理対象カードの磁気ストライプにライトを行い、処理対象

カードが無い場合はレスポンスブロックのステータスフィールドにカード無しステータス（２

２ｈ）をセットし、コマンドを終了します。 

［動作詳細］ 

コマンドパラメータ中のライトトラック指定されたトラックに正常なデータが設定されてい

る場合においてのみ、装置内に処理対象カードがあれば処理対象カードの磁気ストライプにラ

イトを行い、処理対象カードが無い場合はレスポンスブロックのステータスフィールドにカー

ド無しステータス（２２ｈ）をセットし、コマンドを終了します。 ライトトラック指定され

たトラックに正常にライトデータが設定されていない場合にはリーダ／ライタはＤＬＥ文字

で応答しコマンドを拒否します。 

２２ 



 

磁気書込動作後自動的にベリファイを行います。 

磁気書込に失敗した場合は、ライトリトライ回数設定コマンド（９１ｈ，Ｗ）で指定された回

数だけリトライ動作を実行します。リトライ回数の初期設定は２回（初回＋２）です。 

 

・ライトトラック指定パラメータ 

磁気ストライプのトラック数が３トラックの機種（TCP410） 

 ‘４': トラック３の磁気書込許可。 

 

 磁気ストライプのトラック数が１トラックの機種（TCP400） 

 ‘２': トラック２の磁気書込許可。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ３２ｈ ライトトラック指定 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ３２ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

２３ 



 

 

４-２印字、消去コマンド 
 

印字、消去速度は環境温度、カード媒体により自動的に切り替わります。 

タイムアウト処理を行う場合は、使用環境を考慮してタイムアウト値を設定してください。 

 

（１）印字展開バッファクリアコマンド 

 

このコマンドは、印字展開バッファのみのクリアを行います。 

印字展開バッファには印字文字データ設定コマンド（４１ｈ）による文字キャラクター（外字

フォントを含む）によるイメージデータが展開されています。 リーダ／ライタは消去＋印字

コマンド（４６ｈ）によりラスタライズドイメージ登録バッファの内容を印字展開バッファと

重ねあわせた上で印字しますが、印字後も両バッファのデータは保持されていますので再度、

消去＋印字コマンド（４６ｈ）を実行した場合は同一の印字結果を得られます。 

印字展開バッファのクリアは印字展開バッファクリアコマンド（４０ｈ）の実行、バッファク

リアコマンド（４９ｈ）の実行または電源を再投入しない限り行われません。 本コマンドで

はラスタライズドイメージ登録バッファの内容はクリアされません。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ４０ｈ ＥＴＸ ４３ｈ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ４０ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

 

（２）バッファクリアコマンド 

 

このコマンドは、ラスタライズドイメージ登録バッファと印字展開バッファのクリアを行いま

す。 上位ＨＯＳＴ側から転送されたラスタライズドイメージデータはラスタライズドイメー

ジ登録バッファに展開されます。 リーダ／ライタは消去＋印字コマンド（４６ｈ）によりラ

スタライズドイメージ登録バッファの内容を印字展開バッファと重ねあわせた上で印字しま

すが、印字後も両バッファのデータは保持されていますので再度、消去＋印字コマンド（４６

ｈ）を実行した場合は同一の印字結果を得られます。 

ラスタライズドイメージ登録バッファのクリアは、バッファクリアコマンド（４９ｈ）の実行

または電源を再投入しない限り行われません。  

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ４９ｈ ＥＴＸ ４Ａｈ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ４９ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

２４ 



 

 

（３）印字文字データ設定コマンド 

 

このコマンドは印字する文字データ（外字フォントを含む）を印字展開バッファに展開します。 

印字データ列は印字制御ヘッダー列 + 印字テキストデータ列により構成されています。 

印字制御ヘッダー列はカード配置方向指定パラメータ、Ｘ座標指定パラメータ列、Ｙ座標指定

パラメータ列と各パラメータの区切り用‘，'(カンマ)により構成されています。 

印字制御ヘッダー列は一括省略可能です。 

印字テキストデータ列は印字テキストデータ、ＥＳＣ制御データと改行制御データにより構成

されています。 

本コマンドの送信回数に制限はありません。印字展開バッファクリア後、印字コマンド（４６

ｈ）を実行するまでに複数回に分けてデータを送ることができます。 

一度展開したデータは 印字展開バッファをクリアしない限りリーダ／ライタ内で保持します

ので 何度でも同一の印字を行うことができます。 

印字展開バッファに印字データを展開した結果、カードの有効範囲外となった場合は展開バッ

ファオーバーフローエラー（５１ｈ）をレスポンスとして送信します。 

コマンド長は最大で１０２４バイトです。これを超える場合は複数の電文に分けてください。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ４１ｈ 印字デ－タ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ４１ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

［パラメータ説明］ 

 

印字制御ヘッダー列 

 

印字制御ヘッダー列はカード配置方向指定パラメータ、Ｘ座標指定パラメータ列、Ｙ座標指定

パラメータ列と各パラメータの区切り用‘，'(カンマ)により構成されています。 

印字制御ヘッダー列は一括省略が可能です。 

省略された場合は前の電文の次のキャラクタ位置からメモリ展開を行います。 

 

印字制御ヘッダー列 ＝ カード配置方向指定パラメータ ‘，'(カンマ) Ｘ座標指定 

パラメータ ‘，'(カンマ) Ｙ座標指定パラメータ '，'(カンマ) 

 

印字制御ヘッダー列と印字テキストデータの記述例 

VisualCard1.Communication( &h41, ”2,0,23,スター精密(株)”, 0, False ); 
（Ｘ座標、Ｙ座標）=（０、２３）の位置に縦置きカード重書きで“スター精密(株)”を

展開します。 

 

・カード配置方向指定パラメータ 

‘０': 縦置きカード＋上書き 

‘１': 横置きカード＋上書き 

‘２': 縦置きカード＋重書き 

‘３': 横置きカード＋重書き の４パラメータで指定します。 

 

・‘，'(カンマ) 

パラメータの区切りとして必要 

２５ 



 

 

・Ｘ座標指定パラメータ 

展開するテキストデータの左下端のＸ座標を 印字展開バッファ上のどこに展開する

のかを指定します。 

カード配置方向指定が ‘０'、‘２'の場合 ‘０'～“３１９” 

カード配置方向指定が ‘１'、‘３'の場合 ‘０'～“５０３”  

 

・Ｙ座標指定パラメータ 

展開するテキストデータの左下端のＹ座標を 印字展開バッファ上のどこに展開する

のかを指定します。 

カード配置方向指定が ‘０'、‘２'の場合 ‘０'～“５０３”  

カード配置方向指定が ‘１'、‘３'の場合 ‘０'～“３１９” 

 

［注意］ 

Ｙ座標指定パラメータは展開するテキストデータの左下端を示しますので、最少値は２３

となります。 

印字テキストデータに‘，'(カンマ)を含む場合は、印字ヘッダー列を省略しないで下さ

い。印字テキストデータを印字ヘッダー列と判断してしまう可能性があります。 

 

［参考］ 

カード配置方向指定パラメータで ‘０’、‘１’等の上書き設定で印字文字を設定した

場合、同一の印字領域の上に上書きされますので、本電文より先に設定された文字は無効

となり、後から設定されたデータが有効の状態で印刷されます。文字間のスペースはスキ

ップ動作を行いますので背景にイメージ等があった場合は文字間にイメージデータが残

ります。 

 

テキストデータ列 

・印字テキスト 

印字テキストは１バイト文字（半角文字）(ＪＰ仕様においてのみＡＮＫ文字をＥＳ

Ｃ制御文で全角指定した場合には１バイトデータでも全角文字を印刷します。)と漢

字等の２バイト文字（ＪＰ仕様：シフトＪＩＳコード 台湾仕様：ＢＩＧ５ 中国仕様：

ＧＢ２３１２ｏｒＧＢ１８０３０ 韓国仕様：ハングル）を印字します。 

 

ＧＢ１８０３０モードにおいてＧＢ１８０３０のキャラクタの２バイトコードエリ

アの印字が可能となりますが、ＵＳＥＲ ＡＲＥＡ１，２，３は印字できません。 

 

・改行制御データ 

印字改行制御ＬＦ（０Ａｈ）コマンドにより印字座標ポインタは行間スペースを含む

１文字分だけ復帰改行をします。 復帰Ｘ座標はＸ座標原点となります。 

 

・ＥＳＣシーケンス 

印字テキストデータ列の中にＥＳＣ（１Ｂｈ）があった場合は次の文字との組み合わ

せで文字サイズ指定等の設定を行います。 

 

・ＥＳＣ Ｅ／ｅ 

文字サイズを設定します。 

ＥＳＣ ‘Ｅ’／‘ｅ'の次のパラメータ範囲：“１１”、“１２”、“２１”、

“２２”     ２桁構成 

ＥＳＣ “Ｅ１１” 通常サイズ  

ＥＳＣ “Ｅ１２” 横倍サイズ 

ＥＳＣ “Ｅ２１” 縦倍サイズ 

ＥＳＣ “Ｅ２２” 縦横倍サイズ 

 

２６ 



 

・ＥＳＣ Ｇ 

指定された２４ドット全角外字ＦＯＮＴを印字展開バッファメモリに展開しま

す。 

ＥＳＣ ‘Ｇ’の次のパラメータ範囲：‘０’～‘Ｆ’ １桁構成 

ＥＳＣ “Ｇ０” ０番目の２４ドット全角外字フォントを展開します。 

ＥＳＣ “Ｇ１” １番目の２４ドット全角外字フォントを展開します。 

 ： 

 ： 

ＥＳＣ “Ｇ９” ９番目の２４ドット全角外字フォントを展開します。 

ＥＳＣ “ＧＡ” １０番目の２４ドット全角外字フォントを展開します。 

 ： 

ＥＳＣ “ＧＥ” １４番目の２４ドット全角外字フォントを展開します。 

ＥＳＣ “ＧＦ” １５番目の２４ドット全角外字フォントを展開します。 

 

・ＥＳＣ ｇ 

指定された２４ドット半角外字ＦＯＮＴを印字展開バッファメモリに展開しま

す。 

ＥＳＣ ‘ｇ’の次のパラメータ範囲：‘０’～‘Ｆ’ １桁構成 

 

・ＥＳＣ Ｓ 

次の印字文字を展開バッファメモリに展開する位置を全角換算でｎ文字分（全角

文字間スペース含む）右に移動します。 

ＥＳＣ ‘Ｓ’の次のパラメータ範囲： “０１”～“２９” ２桁構成 

 

・ＥＳＣ ｓ 

次の印字文字を展開バッファメモリに展開する位置を半角換算でｎ文字分（半角

文字間スペース含む）右に移動します。 

ＥＳＣ ‘ｓ’の次のパラメータ範囲： “０１”～“５９” ２桁構成 

 

・ＥＳＣ Ｌ／ｌ 

次の印字文字を展開バッファメモリに展開する位置をでｎ行（行間スペース含

む）下に移動します。 

ＥＳＣ ‘Ｌ’／‘ｌ’の次のパラメータ範囲：“０１”～“１９” ２桁構成 

 

・ＥＳＣ Ｍ／ｍ 

行間のドットスペースを設定します 

ＥＳＣ ‘Ｍ’／‘ｍ’の次のパラメータ範囲：“０”～“Ｆ” １桁構成 

 

・ＥＳＣ Ｘ／ｘ 

文字を展開するＸ座標を設定します。 

ＥＳＣ ‘Ｘ’／‘ｘ’の次のパラメータ範囲 

縦置きカードの場合：“０００”～“３１９” ３桁構成 

横置きカードの場合：“０００”～“５０３” ３桁構成 

 

・ＥＳＣ Ｙ／ｙ 

文字を展開するＹ座標を設定します。 

ＥＳＣ ‘Ｙ’／‘ｙ’の次のパラメータ範囲 

縦置きカードの場合：“０００”～“５０３” ３桁構成 

横置きカードの場合：“０００”～“３１９” ３桁構成 

 

・ＥＳＣ Ｄ 

全角文字の間隔ドットスペースを設定します。 ドットスペースは文字の右サイ

ドに付加されます。 

２７ 



 

ＥＳＣ ‘Ｄ’の次のパラメータ範囲：‘０’～‘Ｆ’ １桁構成 

 

・ＥＳＣ ｄ 

半角文字の間隔ドットスペースを設定します。 ドットスペースは文字の右サイ

ドに付加されます。 

ＥＳＣ ‘ｄ’の次のパラメータ範囲：‘０’～‘Ｆ’ １桁構成 

 

・ＥＳＣ Ｗ／ｗ 

展開する文字の幅サイズを設定します。 

ＥＳＣ ‘Ｗ’／‘ｗ’の次のパラメータ範囲：‘１’～‘２’ １桁構成 

ＥＳＣ “Ｗ１” 通常幅フォントを指定します。 

ＥＳＣ “Ｗ２” 倍幅のフォントを指定します。 

 

・ＥＳＣ Ｖ／ｖ 

展開する文字の縦サイズを設定します。 

ＥＳＣ ‘Ｖ’／‘ｖ’の次のパラメータ範囲：‘１’～‘２’ １桁構成 

ＥＳＣ “Ｖ１” 通常高さのフォントを指定します。 

ＥＳＣ “Ｖ２” 倍高のフォントを指定します。 

 

・ＥＳＣ Ｂ／ｂ 

ＡＮＫ文字の線幅の設定をします。 

ＥＳＣ ‘Ｂ’／‘ｂ’の次のパラメータ範囲：‘０’～‘２’ １桁構成 

ＥＳＣ “Ｂ０” 通常の細ゴシックフォントを指定します。 

ＥＳＣ “Ｂ１” 強調ゴシックフォントを指定します。 

ＥＳＣ “Ｂ２” 強強調ゴシックフォントを指定します。 

 

・ＥＳＣ Ｊ／ｊ 

ＡＮＫ文字として全角／半角フォントの設定をします。 

ＥＳＣ ‘Ｊ’／‘ｊ’の次のパラメータ範囲：‘０’～‘１’ １桁構成 

ＥＳＣ “Ｊ０” 全角ゴシックフォントを指定します。 

ＥＳＣ “Ｊ１” 半角ゴシックフォントを指定します。 

 

ＡＮＫ文字の全角指定はＪＰ仕様機においてのみ有効です。 

 

 

 

 

 

２８ 



 

（５）外部イメージデータの展開コマンド（ラインモード） 

 

このコマンドは、ラスタライズドイメージ登録バッファ（揮発性メモリ）に画像データを設定

します。 

カードを横置きと仮定した場合の１ページ分のバッファ上においてＸ座標で指定された位置

に縦 1ライン（最大で３２０ドット）分のイメージ展開データを登録します。 

上位側ではイメージデータのテキスト化を行い、３２０ドットのイメージは８０キャラクタの

テキスト形式の展開イメージデータとします。Ｙ位置の途中からイメージを登録する場合はパ

ラメータの 展開開始Ｙアドレス の設定を行います。 

展開開始アドレスと展開イメージデータの合計が３２０ドットを超えていると拒否応答しま

す。 

 

コマンド転送フォーマット  

ＳＴＸ ４３ｈ 展開開始 

Ｘ座標 

‘,’ 展開開始 

Ｙアドレス 

‘,’ 展開イメージ 

データ 

ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット  

ＳＴＸ ４３ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

［パラメータ説明］ 

 

・展開開始Ｘ座標パラメータ 

登録イメージのＸ座標をラスタライズドイメージ登録バッファ上のどこに展開するのかを指

定します 

‘０’～“５０３”  

 

・‘，’(カンマ) 

パラメータの区切りとして必要 

 

・展開開始Ｙアドレスパラメータ 

登録イメージのＹアドレスをラスタライズドイメージ登録バッファ上のどこに展開するのか

を指定します。省略すると０となります。 

‘０’～“３９” 

 

・展開イメージデータパラメータ 

８ドット毎をテキスト化された２キャラクタで表現します。 

縦全体では８０ｂｙｔｅのデータからなり上側ビットをＬＳＢ、下側ビットをＭＳＢで指定し

ます。下記の例では “Ａ３”となります。 

 

● bit0 ‘３’（３３ｈ） 

● bit1 

○ bit2 

○ bit3 

○ bit4 ‘Ａ’（４１ｈ） 

● bit5 

○ bit6 

● bit7 

 

 

 

２９ 



 

（６）外部イメージデータの展開コマンド（ブロックモード） 

 

このコマンドは、ラスタライズドイメージ登録バッファ（揮発性メモリ）に画像データを設定

します。展開開始Ｘ座標、展開開始Ｙ座標（バイト：８ドット単位）で指定した位置から、イ

メージデータ長で指定した範囲でイメージデータを登録します。イメージデータ長で指定した

データ数を超えた分のイメージデータは、自動的にＸ座標をインクリメントし、次のドット列

に展開されます。イメージデータ長を１０バイトとし、イメージデータを２０バイト分（４ビ

ット毎に文字化しますので文字化後は、４０バイトとなります）送信すると２ドット列同時に

指定することが可能です。 

コマンド長は最大で１０２４バイトです。これを超える場合は複数の電文に分けてください。 

 

コマンド転送フォーマット  

ＳＴＸ ４Ｄｈ 展開開始 

Ｘ座標 

‘,’ 展開開始 

Ｙ座標 

‘,’ イメージ

データ長 

‘,’ 展開イメージデータ 

ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

［パラメータ説明］ 

 

・展開開始Ｘ座標パラメータ 

登録イメージのＸ座標をラスタライズドイメージ登録バッファ上のどこに展開するのかを指

定します 

‘０’～“５０３”  

 

・‘，’(カンマ) 

パラメータの区切りとして必要 

 

・展開開始Ｙアドレスパラメータ 

登録イメージのＹアドレスをラスタライズドイメージ登録バッファ上のどこに展開するのか

を指定します。省略すると０となります。指定はバイト（８ドット単位）で指定します。イメ

ージ印字位置をＹ方向に微調整したい場合は、イメージデータの上下の余白の調整で行ってく

ださい。 

‘０’～“３９” 

 

展開イメージデータパラメータ 

８ドット毎をテキスト化された２キャラクタで表現します。 

上側ビットをＬＳＢ、下側ビットをＭＳＢで指定します。下記の例では “Ａ３”となります。

指定できるイメージデータの量はコマンド長が１０２４バイトを超えない範囲です。イメージ

データは８ドットにつき２キャラクタ必要なので約４０００ドット強（１０２４÷２×８）と

なります。 

イメージデータ数は、必ずイメージ長の整数倍としてください。 

 

● bit0 ‘３’（３３ｈ） 

● bit1 

○ bit2 

○ bit3 

○ bit4 ‘Ａ’（４１ｈ） 

● bit5 

○ bit6 

● bit7 

 

カードを縦長（ポートレート）で使用する場合は、元となる印字データをあらかじめ回転して

おいてください。 

 

３０ 



 

 
 

 

※１：コマンドの繰り返し回数は次式となります（イメージデータ数がデータ長の整数倍の場合） 

 

繰り返し回数＝Ｘ方向のドット数／（イメージデータ数／データ長） 

 

Ｘ座標 
Ｙ座標 

ﾃﾞｰﾀ長 

繰り返し回数※１ 

３１ 



 

（７）全角外字フォント登録コマンド 

 

このコマンドは、全角フォントを外字フォントとして外字登録バッファ（揮発性メモリ）に登

録します。最大１６ヶのフォントを登録できます。 

設定済みのフォントを再登録すると上書きされます。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ４４ｈ フォント 

サイズ指定 

‘，‘ 外字登録番号 ‘，‘ 外字フォント 

データ 

ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ４４ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

［パラメータ説明］ 

 

・フォントサイズ指定パラメータ 

登録するフォントのサイズを指定します。 

‘０’: 縦横 ２４ドット×２４ドットフォント 

 

 

・‘，’(カンマ) 

パラメータの区切りとして必要 

 

・外字登録番号パラメータ 

登録する外字の番号を指定します。印字データを設定する場合、本外字登録番号を指定するこ

とにより任意の外字フォントを印字できます。 

‘０’～‘Ｆ’が指定可能 

 

・外字フォントデータパラメータ 

外字フォントデータは、７２バイトのフォントデータを文字化して指定するため、１４４バイ

トの１６進文字列で指定します。データ指定は、左上から右下に向かって指定します。 

各列は、６バイトの文字列で表され、上側がＬＳＢとなります。 

 

３２ 



 

 

次に、ユーザーフォントを外字登録番号０に設定する例を示します。 

 

設定例 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ 

１                         

２            ●             

３            ●             

４   ●         ●          ●   

５    ●        ●         ●    

６     ●               ●     

７      ●     ● ● ●      ●      

８         ● ● ● ● ● ● ●          

９        ● ● ● ● ● ● ● ● ●         

１０       ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●        

１１       ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●        

１２      ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●       

１３ ● ● ● ●  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  ● ● ● ●  

１４      ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●       

１５       ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●        

１６       ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●        

１７        ● ● ● ● ● ● ● ● ●         

１８         ● ● ● ● ● ● ●          

１９      ●     ● ● ●      ●      

２０     ●               ●     

２１    ●        ●         ●    

２２   ●         ●          ●   

２３            ●             

２４            ●             

 

データ： 

“０，”      フォント番号 

“００１０００００１００００８１０２０１０１０１０” Ａ～Ｄ列 

“２００００８４０３８０４００ＦＥ００００ＦＦ０１” Ｅ～Ｈ列 

“８０ＦＦ０３８０ＦＦ０３Ｃ０ＦＦ０７ＤＥＦＦＦ７” Ｉ～Ｌ列 

“Ｃ０ＦＦ０７８０ＦＦ０３８０ＦＦ０３００ＦＦ０１” Ｍ～Ｐ列 

“００ＦＥ００００３１００４００００４２０１００８” Ｑ～Ｔ列 

“１０１０１００８１０２０００１０００００００００” Ｕ～Ｘ列 

 

 

 

 

３３ 



 

 

（８）半角外字フォント登録コマンド 

 

このコマンドは、半角フォントを外字フォントとして外字登録バッファ（揮発性メモリ）に登

録します。最大１６ヶのフォントを登録できます。 

設定済みのフォントを再登録すると上書きされます。 

 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ４５ｈ フォント 

サイズ指定 

‘，‘ 外字登録番号 ‘，‘ 外字フォント 

データ 

ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ４５ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

［パラメータ説明］ 

 

・フォントサイズ指定パラメータ 

登録するフォントのサイズを指定します。 

‘０’: 縦横 ２４ドット×１２ドットフォント 

 

・‘，’(カンマ) 

パラメータの区切りとして必要 

 

・外字登録番号パラメータ 

登録する外字の番号を指定します。印字データを設定する場合、本外字登録番号を指定するこ

とにより任意の外字フォントを印字できます。 

‘０’～‘Ｆ’が指定可能 

 

・外字フォントデータパラメータ 

外字フォントデータは、３６バイトのフォントデータをテキスト文字化して指定するため、７

２バイトの１６進文字列で指定します。 

データ指定は、左上から右下に向かって指定します。 

各列は、６バイトの文字列で表され、上側がＬＳＢとなります。 

 

 

 

（９）消去＋印字→排出コマンド 

 

このコマンドは、消去・印刷・排出各々の制御方法を指定した動作を行います。 

装置内に待機カードがあれば、即時動作を開始します。 

待機カードが無い場合には、挿入口にカードが挿入されるのを待ち、挿入後、動作を開始しま 

す。 

動作終了後、印字展開バッファとラスタライズドイメージ登録バッファのクリアは行われませ 

ん。 

 

本コマンド発行後にカードが挿入されない場合等でコマンドをキャンセルしたい場合には、通

信状態の解除を行った後に 挿入待ち状態解除コマンド（５４ｈ）を発行して下さい。 

コマンド送受信コントロール VisualCard.OCXを利用している場合は、ClearCommunicationメ

ソッドで通信を解除してから挿入待ち解除コマンドを発行します。 

 

カード種、環境温度、ヘッドの蓄熱状態により処理時間が変動します。 

３４ 



 

特にサーマルヘッドが高温状態では、冷却のために時間をおく場合があります。この時、20秒

以内に一定温度まで冷却されない場合は印字処理を行わず、レスポンスにエラー２３ｈを返し

ます。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ４６ｈ 排出制御方法 , 消去制御方法 , 印刷制御方法 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ４６ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

［パラメータ説明］ 

 

・排出制御方法 

‘０’（３０ｈ）：消去・印刷終了後、カードは前方待機位置で停止、保持します。 

   カードは処理対象、カードとなります。 

‘１’（３１ｈ）：消去・印刷終了後、カードは前方に排出されます。引き抜き待ちカードと

なり、処理対象カードになりません。 

 

・区切り文字 

‘,’（２Ｃｈ）：パラメータの区切りとして使用します。 

 

・消去制御方法 

‘０’（３０ｈ）：消去を行いません。 

‘１’（３１ｈ）：消去を行います。印刷方法制御パラメータによって印刷が指定されていた 

場合、消去と印刷は同一搬送周期内（１パス消去印刷）で行われます。 

‘２’（３２ｈ）：消去を行います。印刷方法制御パラメータによって印刷が指定されていた 

場合、消去と印刷は各々別の搬送周期内（２パス消去印刷）で行われます。 

 

・区切り文字 

‘,’（２Ｃｈ）：パラメータの区切りとして使用します。 

 

・印刷制御方法 

‘０’（３０ｈ）：印刷を行いません。 

‘１’（３１ｈ）：印刷を行います。 

 

 ・パラメータ指定例１ 

ＳＴＸ ４６ｈ ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

動作内容は全パラメータ省略による消去・印刷終了後、カードは前方に排出となります。 

 

・パラメータ指定例２ 

ＳＴＸ ４６ｈ ３１ｈ ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

  動作内容はパラメータ指定例１と同じく消去・印刷終了後、カードは前方に排出となります。 

  このパラメータ指定方法（排出制御方法のみ指定）は従来の消去＋印字→排出コマンド（４ 

６ｈ）と１００％の互換性があります。 

 

・パラメータ指定例３ 

ＳＴＸ ４６ｈ ３１ｈ , ３０ｈ ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

動作内容は印刷終了後、カードは前方に排出となります。 

例えばワンタイム媒体に適用できます。 

３５ 



 

 

・パラメータ指定例４ 

ＳＴＸ ４６ｈ ３１ｈ , ３２ｈ ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

動作内容は２パスによる消去・印刷終了後、カードは前方に排出となります。 

消去・印刷が各々別の搬送周期になったことにより印刷乱れの少ない印刷結果が期待できま 

す。 

 

・パラメータ指定例５ 

ＳＴＸ ４６ｈ ３１ｈ , ３１ｈ , ３０ｈ ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

動作内容は消去終了後、カードは前方に排出となります。 

例えばリライト媒体面（印刷面）の無効化に適用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

３６ 



 

 

（１４）バーコードデータ設定コマンド 

 

このコマンドはバーコードのストライプ模様と添字を 印字展開バッファに展開します。 

印字データ列はバーコード制御ヘッダー列 + バーコードデータ列により構成されています。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ４Ｅｈ バーコード制御ヘッダー列 バーコードデータ列  ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ４Ｅｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

［パラメータ説明］ 

 

バーコード制御ヘッダー列 

 

バーコード制御ヘッダー列は、開始Ｙ座標パラメータ列、終了Ｙ座標指定パラメータ列、バー

コード種パラメータ、バーコードスタートストップコードパラメータ列と各パラメータの区切

り用‘，'(カンマ)により構成されています。 

 

バーコード制御ヘッダー列 ＝ 開始Ｙ座標パラメータ列 ‘，'(カンマ)  終了Ｙ座標指定パ

ラメータ列 ‘，'(カンマ)  バーコード種パラメータ '，'(カン

マ)  バーコードスタートストップコードパラメータ列 '，'(カン

マ)  

 

バーコード制御ヘッダー列とバーコードデータ列の記述例 

VisualCard1.Communication( &h4E, ”100,170,1,A,111213141516”, 0, True ); 
カードを縦置きにした状態で Ｙ座標 100～170 の位置に 添字付きCode128のバーコー

ドデータ ”123456” を展開します。 

 

・開始Ｙ座標パラメータ列 

カードを縦置きにした状態でバーコードの展開開始Ｙ座標を指定します。 

‘０'～“５０３”  

 

・終了Ｙ座標パラメータ列 

カードを縦置きにした状態でバーコードの展開終了Ｙ座標を指定します。 

‘０'～“５０３”  

 

・バーコード種パラメータ 

‘０': ＣＯＤＥ１２８ 

‘１': ＣＯＤＥ１２８ 添字付き 

‘２': ＣＯＤＥ３９（３ｏｆ９） 

‘３': ＣＯＤＥ３９（３ｏｆ９） 添字付き 

‘４': ＩＴＦ（Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ ２ｏｆ５） 

‘５': ＩＴＦ（Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ ２ｏｆ５） 添字付き 

‘６': ＣＯＤＡＢＡＲ（ＮＷ－７） 

‘７': ＣＯＤＡＢＡＲ（ＮＷ－７） 添字付き 

 

・‘，'(カンマ) 

パラメータの区切りとして必要 

３７ 



 

 

・バーコードスタートストップコードパラメータ 

バーコード種パラメータが‘０'、‘１'、‘６'、‘７'の場合においてのみに必要。 

 

バーコード種パラメータが‘０'、‘１'の場合 

 ‘Ａ'： ＣＯＤＥ１２８のバーコードをコードセットＡに設定します。 

 ‘Ｂ'： ＣＯＤＥ１２８のバーコードをコードセットＢに設定します。 

‘Ｃ'： ＣＯＤＥ１２８のバーコードをコードセットＣに設定します。 

バーコード種パラメータが‘６'、‘７'の場合  

‘ＡＡ‘、‘ＡＢ'、‘ＡＣ'、‘ＡＤ'、‘ＢＡ‘、‘ＢＢ'、‘ＢＣ'、‘ＢＤ' 

‘ＣＡ‘、‘ＣＢ'、‘ＣＣ'、‘ＣＤ'、‘ＤＡ‘、‘ＤＢ'、‘ＤＣ'、‘ＤＤ' 

 

例 

‘ＡＢ'： ＣＯＤＡＢＡＲ（ＮＷ－７）のスタートキャラクタとストップキャラ

      クタをそれぞれ ‘Ａ'、‘Ｂ'に設定します。 

 

［注意］ 

バーコードが添字付きの場合、その添字は終了Ｙ座標指定パラメータの下方２４ドットの

位置に配置されます。 添字がカードの印字可能領域を超えていた場合には拒否応答しま

す。 

 

 

バーコードデータ列 

・ バーコード種パラメータが ‘０'、‘１'（ＣＯＤＥ１２８）の場合 

 

バーコードＣＯＤＥ１２８では ｃｈｒ（＆Ｈ００）～ｃｈｒ（＆Ｈ６６）の１０２文字

を表現しますが下表に示すバーコードデータ列（ASCII）の２文字のキャラクタを列記し

ます。 

 

例 

 VisualCard1.Communication( &h4E, ”100,170,1,A,111213141516”, 0, True ); 
の場合には、添字付きＣＯＤＥ１２８のＣＯＤＥＳＥＴ Ａの chr(&H11)、chr(&H12) 、 

chr(&H13) 、 chr(&H14) 、chr(&H15) 、chr(&H16)のバーコードを展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バーコード

データ 

 バーコードデータ列  コードセット別添字 

 ASCII  CODESET A CODESET B CODESET C 

chr(&H00)  "０ ０" → "  "(SP) "  "(SP) ００ 

chr(&H01)  "０ １" → ！ ! ０１ 

chr(&H02)  "０ ２" → ” " ０２ 

chr(&H03)  "０ ３" → ＃ # ０３ 

chr(&H04)  "０ ４" → ＄ ＄ ０４ 

chr(&H05)  "０ ５" → ％ ％ ０５ 

chr(&H06)  "０ ６" → ＆ ＆ ０６ 

chr(&H07)  "０ ７" → ’ ’ ０７ 

chr(&H08)  "０ ８" → （ （ ０８ 

chr(&H09)  "０ ９" → ） ） ０９ 

chr(&H0A)  "０ Ａ" → ＊ ＊ １０ 

chr(&H0B)  "０ Ｂ" → ＋ ＋ １１ 

chr(&H0C)  "０ Ｃ" → ， ， １２ 

chr(&H0D)  "０ Ｄ" → － － １３ 

chr(&H0E)  "０ Ｅ" → ． ． １４ 

chr(&H0F)  "０ Ｆ" → ／ ／ １５ 
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・  

バーコード

データ 

 バーコードデータ列  コードセット別添字 

 ASCII  CODESET A CODESET B CODESET C 

chr(&H10)  "１ ０" → ０ ０ １６ 

chr(&H11)  "１ １" → １ １ １７ 

chr(&H12)  "１ ２" → ２ ２ １８ 

chr(&H13)  "１ ３" → ３ ３ １９ 

chr(&H14)  "１ ４" → ４ ４ ２０ 

chr(&H15)  "１ ５" → ５ ５ ２１ 

chr(&H16)  "１ ６" → ６ ６ ２２ 

chr(&H17)  "１ ７" → ７ ７ ２３ 

chr(&H18)  "１ ８" → ８ ８ ２４ 

chr(&H19)  "１ ９" → ９ ９ ２５ 

chr(&H1A)  "１ Ａ" → ： ： ２６ 

chr(&H1B)  "１ Ｂ" → ； ； ２７ 

chr(&H1C)  "１ Ｃ" → ＜ ＜ ２８ 

chr(&H1D)  "１ Ｄ" → ＝ ＝ ２９ 

chr(&H1E)  "１ Ｅ" → ＞ ＞ ３０ 

chr(&H1F)  "１ Ｆ" → ？ ？ ３１ 

chr(&H20)  "２ ０" → ＠ ＠ ３２ 

chr(&H21)  "２ １" → Ａ Ａ ３３ 

chr(&H22)  "２ ２" → Ｂ Ｂ ３４ 

chr(&H23)  "２ ３" → Ｃ Ｃ ３５ 

chr(&H24)  "２ ４" → Ｄ Ｄ ３６ 

chr(&H25)  "２ ５" → Ｅ Ｅ ３７ 

chr(&H26)  "２ ６" → Ｆ Ｆ ３８ 

chr(&H27)  "２ ７" → Ｇ Ｇ ３９ 

chr(&H28)  "２ ８" → Ｈ Ｈ ４０ 

chr(&H29)  "２ ９" → Ｉ Ｉ ４１ 

chr(&H2A)  "２ Ａ" → Ｊ Ｊ ４２ 

chr(&H2B)  "２ Ｂ" → Ｋ Ｋ ４３ 

chr(&H2C)  "２ Ｃ" → Ｌ Ｌ ４４ 

chr(&H2D)  "２ Ｄ" → Ｍ Ｍ ４５ 

chr(&H2E)  "２ Ｅ" → Ｎ Ｎ ４６ 

chr(&H2F)  "２ Ｆ" → Ｏ Ｏ ４７ 

chr(&H30)  "３ ０" → Ｐ Ｐ ４８ 

chr(&H31)  "３ １" → Ｑ Ｑ ４９ 

chr(&H32)  "３ ２" → Ｒ Ｒ ５０ 

chr(&H33)  "３ ３" → Ｓ Ｓ ５１ 

chr(&H34)  "３ ４" → Ｔ Ｔ ５２ 

chr(&H35)  "３ ５" → Ｕ Ｕ ５３ 

chr(&H36)  "３ ６" → Ｖ Ｖ ５４ 

chr(&H37)  "３ ７" → Ｗ Ｗ ５５ 

chr(&H38)  "３ ８" → Ｘ Ｘ ５６ 

chr(&H39)  "３ ９" → Ｙ Ｙ ５７ 

chr(&H3A)  "３ Ａ" → Ｚ Ｚ ５８ 

chr(&H3B)  "３ Ｂ" → [ [ ５９ 

chr(&H3C)  "３ Ｃ" → ＼ ＼ ６０ 

chr(&H3D)  "３ Ｄ" → ］ ］ ６１ 

chr(&H3E)  "３ Ｅ" → ^ ^ ６２ 

chr(&H3F)  "３ Ｆ" → ＿ ＿ ６３ 

 

３９ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＯＤＥ１２８においては、’Ａ‘、’Ｂ‘または’Ｃ‘のバーコードスタートストップ

コードパラメータを指定することでコードセットを選択します。  

ストップコードは自動付加され、 一電文で最大１１キャラクタ分のバーコードを展開で

きます。 

 

 

・ バーコード種パラメータが ‘２'、‘３'（ＣＯＤＥ３９）の場合 

 

バーコードＣＯＤＥ３９では “－” 、“．” 、“ ” 、“＄” 、“／” 、“＋” 、

“％”と“０”～“９”の数字と“Ａ”～“Ｚ”のアルファベットを表現します。 この

モードのバーコードでは、表記したいキャラクタをＡＳＣＩＩ文字として送信することで

バーコードフォントを展開できます。 スタート及びストップコードである“＊”は自動

付加されます。 一電文で最大１０文字分のバーコードを展開できます。 

 

バーコード

データ 

 バーコードデータ列  コードセット別添字 

 ASCII  CODESET A CODESET B CODESET C 

chr(&H40)  "４ ０" → (NUL) ’ ６４ 

chr(&H41)  "４ １" → (SOH) ａ ６５ 

chr(&H42)  "４ ２" → （ＳＴＸ） ｂ ６６ 

chr(&H43)  "４ ３" → （ＥＴＸ） ｃ ６７ 

chr(&H44)  "４ ４" → （ＥＯＴ） ｄ ６８ 

chr(&H45)  "４ ５" → （ＥＮＱ） ｅ ６９ 

chr(&H46)  "４ ６" → （ＡＣＫ） ｆ ７０ 

chr(&H47)  "４ ７" → （ＢＥＬ） ｇ ７１ 

chr(&H48)  "４ ８" → （ＢＳ） ｈ ７２ 

chr(&H49)  "４ ９" → （ＨＴ） ｉ ７３ 

chr(&H4A)  "４ Ａ" → （ＬＦ） ｊ ７４ 

chr(&H4B)  "４ Ｂ" → （ＶＴ） ｋ ７５ 

chr(&H4C)  "４ Ｃ" → （ＦＦ） ｌ ７６ 

chr(&H4D)  "４ Ｄ" → （ＣＲ） ｍ ７７ 

chr(&H4E)  "４ Ｅ" → （ＳＯ） ｎ ７８ 

chr(&H4F)  "４ Ｆ" → （ＳＩ） ｏ ７９ 

chr(&H50)  "５ ０" → （ＤＥＬ） ｐ ８０ 

chr(&H51)  "５ １" → （ＤＣ１） ｑ ８１ 

chr(&H52)  "５ ２" → （ＤＣ２） ｒ ８２ 

chr(&H53)  "５ ３" → （ＤＣ３） ｓ ８３ 

chr(&H54)  "５ ４" → （ＤＣ４） ｔ ８４ 

chr(&H55)  "５ ５" → （ＮＡＫ） ｕ ８５ 

chr(&H56)  "５ ６" → （ＳＹＮ） ｖ ８６ 

chr(&H57)  "５ ７" → （ＥＴＢ） ｗ ８７ 

chr(&H58)  "５ ８" → （ＣＡＮ） ｘ ８８ 

chr(&H59)  "５ ９" → （ＥＭ） ｙ ８９ 

chr(&H5A)  "５ Ａ" → （ＳＵＢ） ｚ ９０ 

chr(&H5B)  "５ Ｂ" → （ＥＳＣ） ｛ ９１ 

chr(&H5C)  "５ Ｃ" → （ＦＳ） ｜ ９２ 

chr(&H5D)  "５ Ｄ" → （ＧＳ） ｝ ９３ 

chr(&H5E)  "５ Ｅ" → （ＲＳ） ～ ９４ 

chr(&H5F)  "５ Ｆ" → （ＵＳ） （ＤＥＬ） ９５ 

chr(&H60)  "６ ０" → "  "（ＦＮＣ ３） "  "（ＦＮＣ ３） ９６ 

chr(&H61)  "６ １" → "  "（ＦＮＣ ２） "  "（ＦＮＣ ２） ９７ 

chr(&H62)  "６ ２" → （ＳＨＩＦＴ） （ＳＨＩＦＴ） ９８ 

chr(&H63)  "６ ３" → （ＣＯＤＥ Ｃ） （ＣＯＤＥ Ｃ） ９９ 

chr(&H64)  "６ ４" → （ＣＯＤＥ Ｂ） "  "（ＦＮＣ ４） （ＣＯＤＥ Ｂ） 

chr(&H65)  "６ ５" → "  "（ＦＮＣ ４） （ＣＯＤＥ Ａ） （ＣＯＤＥ Ａ） 

chr(&H66)  "６ ６" → "  "（ＦＮＣ １） "  "（ＦＮＣ １） "  "（ＦＮＣ １） 

 

４０ 



 

例 

 VisualCard1.Communication( &h4E, ”100,170,3,ABC123%+”, 0, True ); 
の場合には、添字付きＣＯＤＥ３９の”ＡＢＣ１２３％＋”のバーコードを展開します。 

 

 

・ バーコード種パラメータが ‘４'、‘５'（ＩＴＦ）の場合 

 

バーコードＩＴＦでは “０”～“９”の数字を表現します。 このモードのバーコード

では、表記したいキャラクタをＡＳＣＩＩ文字として送信することでバーコードフォント

を展開できます。 スタート及びストップコードは自動付加されます。 一電文で最大２

０文字分のバーコードを展開できます。 

 

例 

 VisualCard1.Communication( &h4E, ”100,170,5,125628”, 0, True ); 
の場合には、添字付きＩＴＦの”１２５６２９”のバーコードを展開します。 

 

 

 

・ バーコード種パラメータが ‘６'、‘７'（ＣＯＤＡＢＡＲ ＮＷ－７）の場合 

 

バーコードＣＯＤＡＢＡＲ ＮＷ－７では“－” 、“．” 、“：” 、“＄” 、“／” 、

“＋” と“０”～“９”の数字を表現します。 このモードのバーコードでは、表記し

たいキャラクタをＡＳＣＩＩ文字として送信することでバーコードフォントを展開でき

ます。 “ＡＡ”～“ＤＤ”のバーコードスタートストップコード指定パラメータを指定

することでスタート及びストップコードを指定します。 一電文で最大１３文字分のバー

コードを展開できます。 

 

例 

 VisualCard1.Communication( &h4E, ”100,170,7,AD,125628”, 0, True ); 
の場合には、添字付き CODABAR NW-7の”Ａ１２５６２９Ｄ”のバーコードを展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    バーコード印刷例 ＣＯＤＥ１２８の場合 

 

 

 

 

 

 

４１ 



 

 

４-３カードコマンド 
 

（１）カード排出コマンド 

 

このコマンドは、カードの排出を実行します。 

装置内にカードがあれば排出動作を実行します。 

カードは排出方法指定パラメータに従い、再取り込み可能位置へ排出動作をするか、または完

全な排出動作をします。 

再取り込み可能位置へ排出されたカード、完全に排出されたカード、ともに引き抜き待ちカー

ドとなり、処理対象カードにはなりません。 

 

再取り込み可能位置へ排出されたカードに対して再度、再取り込み可能位置への排出コマンド

を発行した場合は、完全排出動作を行います。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ５０ｈ 排出方法指定 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ５０ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

［パラメータ説明］ 

 

・排出方法指定パラメータ 

 

‘０’:再取り込み可能位置へ排出します。 

 

排出されたカードは引き抜き待ちカードとなり処理対象カードにはなりません。 

排出されたカードに対してカードを内部に取り込むコマンド（カード後方待機コマンドまたは

カード前方待機コマンド）を実行するか、引き抜き待ち状態解除コマンドを実行した場合は処

理対象カードとなります。 

引き抜き待ち状態のカードが装置内に有る場合に磁気読み込みや印字コマンドを受信した場

合、処理対象カードではないため一端カードの排出動作を実行しユーザによる内部カードの抜

き取りを促します。 

なお一度再取り込み可能位置へ排出されたカードに対して再びカード排出コマンドを実行し

た場合は排出方法指定に関わらず完全排出動作を行います。 

[注]再取り込み可能位置のカードを無理矢理に引き抜きますと、装置(ローラ等)にダメージを

与える可能性があります。再取り込み可能位置のカードを抜き取る場合は、必ず排出コマンド

をもう一度実行して完全排出動作を行なってから抜き取ってください。 

 

‘１’:カードは完全に排出されます。 

 

引き抜き待ちカードとなり、処理対象カードにはなりません。 

 

 

 

 

４２ 



 

 

（２）カード前方待機コマンド 

 

このコマンドは、前方待機位置へカード搬送、待機を行います。 

装置内のカードは引き抜き待ちカードまたは処理対象カードに関わらずカードを装置の前方

待機位置まで搬送して待機状態となります。 

装置内にカードが無い場合は、挿入口にカードが挿入されるのを待ち、挿入後カードを前方待

機位置へ搬送して待機状態となります。 

待機したカードは処理対象カードとなります。 

 

本コマンド発行後にカードが挿入されない場合等でコマンドをキャンセルしたい場合には、通

信状態の解除を行った後に 挿入待ち状態解除コマンド（５４ｈ）を発行して下さい。 

コマンド送受信コントロール VisualCard.OCXを利用している場合は、ClearCommunicationメ

ソッドで通信を解除してから挿入待ち解除コマンドを発行します。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ５３ｈ ＥＴＸ ５０ｈ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ５３ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

 

（３）カード後方待機コマンド 

 

このコマンドは、後方待機位置へカード搬送、待機を行います。 

装置内のカードは引き抜き待ちカードまたは処理対象カードに関わらずカードを装置の後方

待機位置まで搬送して待機状態となります。 

装置内にカードが無い場合は、挿入口にカードが挿入されるのを待ち、挿入後カードを後方待

機位置へ搬送して待機状態となります。 

待機したカードは処理対象カードとなります。 

 

本コマンド発行後にカードが挿入されない場合等でコマンドをキャンセルしたい場合には、通

信状態の解除を行った後に 挿入待ち状態解除コマンド（５４ｈ）を発行して下さい。 

コマンド送受信コントロール VisualCard.OCXを利用している場合は、ClearCommunicationメ

ソッドで通信を解除してから挿入待ち解除コマンドを発行します。 

 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ５１ｈ ＥＴＸ ５２ｈ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ５１ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

４３ 



 

 

（４）カード挿入待ち状態解除コマンド 

 

このコマンドは、カード挿入待ち状態を解除します。 

磁気ストライプリードコマンド、磁気ストライプライトコマンド、消去＋印刷コマンド、消去

コマンドまたはカード前／後方待機コマンドの実行により、挿入口にカードが挿入されるのを

待っている状態をカード挿入待ち状態といいますが本コマンドの実行によりカード挿入待ち

状態を解除します。 

本コマンドは、コマンド実行中に実行可能（特権コマンド）です。本コマンドを実行すると、

処理中の直前のコマンドはキャンセルされます。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ５４ｈ ＥＴＸ ５７ｈ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ５４ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

（５）カード引き抜き待ち状態解除コマンド 

 

このコマンドは、装置内にある引き抜き待ち状態のカードを処理対象カードにします。 

消去＋印字コマンド、消去コマンドまたは排出コマンドを実行したカードはユーザによる引き

抜き待ち状態のカードになります。 

再度磁気ストライプデータを読み込む場合や印字を行う場合には本コマンドを実行するか、カ

ード後方待機コマンドまたはカード前方待機コマンドを実行して処理対象カードにする事が

必要です。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ５５ｈ ＥＴＸ ５６ｈ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ５５ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

 

 

 

４４ 



 

 

４-４情報、表示コマンド 
 

（１）ステータス要求コマンド 

 

このコマンドは、装置内の４ヶのカード検知センサとカバー開閉検知センサ等の状態を取得し

ます 

センサステータスデ－タ列は６キャラクタからなり各キャラクタの内容は次の通りです。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ５９ｈ ＥＴＸ ５Ａｈ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ５９ｈ ステータス センサステータスデータ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンスブロックのセンサステータスデ－タ列は次の通りです。 

 

・センサステータスデ－タ列 

１番目 センサ１の状態 

  ‘０’: カード挿入口にカードなし 

  ‘１’: カード挿入口にカード挿入口に処理対象カード有り 

  ‘２’: 抜き取り待ちカードあり 

２番目 センサ２の状態 

  ‘０’: カードなし 

  ‘１’: カード有り 

３番目 センサ３の状態 

  ‘０’: カードなし 

  ‘１’: カード有り 

４番目 センサ４の状態 

  ‘０’: カードなし 

  ‘１’: カード有り 

５番目 カバー状態 

  ‘０’: カバーは閉じている状態 

  ‘１’: カバーは開いている状態 

６番目 ‘０’固定 

 

 

 

（２）ＲＯＭバージョン要求コマンド 

 

このコマンドは、リーダ／ライタのＲＯＭ情報（機種名、バージョン等）の取得を行います。 

 

コマンド転送フォーマット  

ＳＴＸ ５８ｈ ＥＴＸ ５Ｂｈ 

 

レスポンス転送フォーマット  

ＳＴＸ ５８ｈ ステータス ＲＯＭ情報 ＥＴＸ ＢＣＣ 

４５ 



 

 

レスポンスブロックのＲＯＭ情報データ列は、次の通りです 

 

"ＴＣＰ４００   ｖ １．００ Ｘ" 

①         ② ③ ④    ⑤ 

 

①  シリーズ名（６文字） 

②  空白 

③  ｖに固定 

④  バージョン番号（整数部１、小数点、小数部２） 

⑤ 拡張コード（３文字：通常“．００”です。） 

 

 

 

（３）ＬＥＤ、ブザー制御コマンド 

 

ＳＴＡＴＵＳ ＬＥＤ、ブザーの制御を行います。 

ＣＬＥＡＮＩＮＧ ＬＥＤの制御は、できません。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ５Ａｈ 制御データ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ５Ａｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

［パラメータ説明］ 

 

・制御データ列パラメータ 

 

制御データ列は３バイト固定で、その内容は以下となります。 

データ列 内  容 

１バイト目 ブザー設定データ 

２バイト目 ＬＥＤ色設定データ 

３バイト目 ＬＥＤ動作設定データ 

 

ＬＥＤ色設定データは、以下のコードを使用してください。 

 

 

ＬＥＤ動作、ブザー設定データは、以下のコードを使用してください。 

コード 機  能 

２０ｈ ‘ ’ 現在の動作を続けます 

３０ｈ ‘０’ ＯＦＦにします 

３１ｈ ‘１’ ＯＮにします 

３２ｈ ‘２’ ブリンクを開始します 

３３ｈ ‘３’ ブリンクを１回行います 

３４ｈ ‘４’ ブリンクを３回行います 

 

 

コード 機  能 

４７ｈ(‘Ｇ’)/６７ｈ(‘ｇ’)/３１ｈ(‘１’)のいずれか 緑色に設定します。 

４Ｆｈ(‘Ｏ’)/６Ｆｈ(‘ｏ’)/３３ｈ(‘３’)のいずれか 燈色に設定します。 

５２ｈ(‘Ｒ’)/７２ｈ(‘ｒ’)/３２ｈ(‘２’)のいずれか 赤色に設定します。 

４６ 



 

 

（４）カード搬送回数要求コマンド 

 

このコマンドは、装置内でカードが搬送された回数の目安を要求します。 

搬送回数デ－タ列は１０桁で磁気ヘッド上を通過した回数を読み出します。 

往復の搬送動作では２回とカウントされます。 

電源遮断時には１０回未満の搬送回数は切り捨てられます。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ９５ｈ データ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ９５ｈ ステータス 搬送回数デ－タ ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

 

（５）印刷回数要求コマンド 

 

このコマンドは、印刷処理を実行した回数の目安を要求します。 

印刷回数デ－タ列は１０桁です。 

電源遮断時には１０回未満の搬送回数は切り捨てられます。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ９６ｈ データ列 ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ９６ｈ ステータス 印刷回数デ－タ ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４７ 



 

 

４-５クリーニングコマンド 
 

（１）クリーニングボタン有効／無効コマンド 

 

このコマンドは、前面パネルのクリーニングボタンを有効または無効化します。 

設定はメモリスイッチに保存されます。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ５Ｂｈ 有効／無効パラメータ ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ５Ｂｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

［パラメータ説明］ 

 

・有効／無効パラメータ 

‘０’: パネルクリーニングボタンを無効化します。 

  ユーザがボタンを押してもクリーニングモードにはなりません。 

‘１’: パネルクリーニングボタンを有効化します。 

 

（２）クリーニングコマンド 

 

このコマンドは、クリーニングカードを使用し磁気ヘッド、サーマルヘッド、消去ヘッドをク

リーニングします。 

装置内にカードがあれば排出し、挿入口にクリーニングカードが挿入されるのを待ちます。 

挿入後は磁気ヘッド、消去ヘッドとサーマルヘッドを規定回数だけクリーニングしクリーニン

グカードを排出して待機状態となります。 

ヘッドが高温状態の場合、冷却のため処理時間が延びることがあります。 

 

本コマンド発行後にカードが挿入されない場合等でコマンドをキャンセルしたい場合には、カ

ード挿入待ち状態解除コマンド（５４ｈ）を発行して下さい。 

コマンド送受信コントロール VisualCard.OCXを利用している場合は、ClearCommunicationメ

ソッドで通信を解除してから挿入待ち解除コマンドを発行します。 

 

［参考］ 

クリーニングカードの使用方法 

リーダ／ライタをクリーニングコマンドで待機状態にします。 

クリーニングカードの両面にヘッドクリーニング液をしみこませて下さい。 

カードの挿入口からクリーニングカードを挿入して下さい。 

乾燥のため、約一分間放置した後に使用して下さい。 

 

クリーニングカード使用上の注意 

曲がりの発生したクリーニングカードは使用しないで下さい。カード詰まりの原因になり

ます。クリーニング液は専用クリーニング液または市販エタノール（純度 85％以上）をご

使用ください。 

 

コマンド転送フォーマット  

ＳＴＸ ５２ｈ ＥＴＸ ５１ｈ 

 

レスポンス転送フォーマット  

ＳＴＸ ５２ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

４８ 



 

 

４-６その他のコマンド 
 

 

（１）リセットコマンド 

 

コマンドにより装置をリセットします。 

リセットコマンドは特権コマンドで他のコマンドの実行中でも装置をリセットする事ができ

ます。他のコマンド実行中にリセットコマンドを受信すると本装置はコマンドの実行を中止し

装置をリセットします。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＳＴＸ ５Ｆｈ ＥＴＸ ５Ｃｈ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ５Ｆｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

リセット処理により、印字バッファのクリア、磁気リード、ライトバッファのクリア、メカニ

ズムの初期化が行われます。メカニズムの初期化により、装置内部のカードは排出されます。 

 

 

（２）通信設定コマンド 

 

このコマンドは、通信に関するデフォルト設定を行います。 

設定は不揮発性で電源を切断しても内部に記憶しています。 

電源を再投入した場合には記憶した内容をデフォルトのパラメータとして扱います。 

 ［重要］ 

設定によりシステム側の通信条件と異なることがないよう、十分注意してください。 

メモリスイッチの書き換え回数には制限があります。 

コマンドの発行はシステム起動時等に限定し、頻繁に使用することは避けてください。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＥＴＸ ９０ｈ 設定種別 設定パラメータ ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ９０ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

設定種別、パラメータ一覧（種別はアルファベット、パラメータは数字で設定します） 

設定内容 種別 パラメータ 機能 初期値 

ＵＳＢシリアル 

番号 

‘Ｕ’ 

‘ｕ’ 

‘０’～‘９’ インタフェースがＵＳＢ

のときのシリアル番号 

‘１’ 

 

ＵＳＢシリアル番号指定 

このコマンドは、ＵＳＢインタフェースを使用したときに、端末固有の番号を設定することが

できます。シリアル番号を０～９のいずれかの値とすると、上位装置でのＣＯＭ番号を端末に

固有な値とすることができます。 

シリアル番号を０とすると使用するポートにより、ＣＯＭポートが変化します。 

ＳＴＸ、９０ｈ、‘Ｕ’／‘ｕ’、１桁のパラメータ、ＥＴＸ、ＢＣＣ 

 

パラメータは３桁以内のの１０進数値で記述します。 

  工場出荷時のシリアル番号は‘１’です。

４９ 



 

 

（３）各種設定コマンド 

 

このコマンドは、各種のデフォルト設定を行います。 

設定は不揮発性で電源を切断しても内部に記憶しています。 

電源を再投入した場合には記憶した内容をデフォルトのパラメータとして扱います。 

［重要］ 

メモリスイッチの書き換え回数には制限があります。 

コマンドの発行はシステム起動時等に限定し、頻繁に使用することは避けてください。 

 

コマンド転送フォーマット 

ＥＴＸ ９１ｈ 設定種別 設定パラメータ ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

レスポンス転送フォーマット 

ＳＴＸ ９１ｈ ステータス ＥＴＸ ＢＣＣ 

 

設定種別、パラメータ一覧（種別はアルファベット、パラメータは数字で設定します） 

設定内容 種別 パラメータ 機能 初期値 

ＡＮＫフォント 

サイズ 
‘Ｊ’/‘ｊ’ ‘０’ 全角フォント指定 ‘１’ ‘１’ 半角フォント指定 

ＡＮＫ文字太さ ‘Ｂ’/‘ｂ’ ‘０’ 細ゴシック指定 ‘０’ ‘１’ 強調ゴシック指定 

磁気書き込み許可 

トラック 
‘Ｃ’/‘ｃ’ ‘０’～‘７’ 説明を参照 ‘４’(410) 

‘２’(400) 
カード配置 ‘Ｐ’/‘ｐ’ ‘０’ 縦 ‘０’ ‘１’ 横 

磁気読み込み 

リトライ回数 
‘Ｒ’/‘ｒ’ ‘０’～‘７’ リトライ回数を指定する ‘２’ 

磁気書き込み 

リトライ回数 
‘Ｗ/‘ｗ’ ‘０’～‘７’ リトライ回数を指定する ‘２’ 

クリーニング動作 ‘Ｕ’/‘ｕ’ ‘０’～‘７’ 印字ヘッドクリーニングの回数 ‘３’ 
全角文字間 

スペース 
‘Ｄ’ ‘０’～‘Ｆ’ 文字間のドット数 ‘２’ 

半角文字間 

スペース 
‘ｄ’ ‘０’～‘Ｆ’ 文字間のドット数 ‘２’ 

行間スペース ‘Ｍ’/‘ｍ’ ‘０’～‘Ｆ’ 行間のドット数 ‘２’ 
ＬＥＤ制御 ‘Ｌ’/‘ｌ’ ‘０’～‘３’ ＬＥＤの制御方法を指定 ‘０’ 
初期化 ‘Ｚ’/’ｚ’ ‘０’ 工場出荷設定に戻します － 

JISX6302 準拠磁気

フォーマット読み

取り方向 

‘Ｋ’/‘ｋ’ 
‘０’ JISX6302準拠の読み取り方向 

‘０’ ‘１’ JISX6302準拠の反対方向 

磁気ストライプフ

ォーマット 
‘Ｅ’/’ｅ’ 

‘２０’～‘２４’ 第２トラックの書き込みデータ

フォーマット設定 
‘２２’ 

‘３０’～‘３４’ 第３トラックの書き込みデータ

フォーマット設定 
‘３３’ 

 

・ＡＮＫ文字のフォントサイズ指定（ＪＰ） 

このコマンドは、ＡＮＫ文字の全角フォント／半角フォント設定をします。 印字テキストデ

ータ列内のＥＳＣシーケンス（ＥＳＣ、Ｊ／ｊ）による設定が一電文内においてのみ有効に対

して、本コマンドによる設定は、印字文字データ設定コマンド４１ｈにおいてデフォルト設定

として機能します。 

５０ 



 

 

ＳＴＸ、９１ｈ、‘Ｊ’／‘ｊ’、ＡＮＫフォント設定、ＥＴＸ、ＢＣＣ 

 

ＡＮＫフォント設定パラメータ 

  ‘０’: ＡＮＫを全角フォントとして印字します。 

  ‘１’: ＡＮＫを半角フォントとして印字します。 

 

工場出荷時のＡＮＫフォントは半角フォントに設定されています。 

ＪＰ仕様機以外の製品では本設定は機能しません。 

 

 

・ＡＮＫ文字の文字太さ指定 

このコマンドは、ＡＮＫ文字の細ゴシック／太ゴシック設定をします。 印字テキストデータ

列内のＥＳＣシーケンス（ＥＳＣ、Ｂ／ｂ）による設定が一電文内においてのみ有効に対して、

本コマンドによる設定は、印字文字データ設定コマンド４１ｈにおいてデフォルト設定として

機能します。 

 

ＳＴＸ、９１ｈ、‘Ｂ’／‘ｂ’、文字幅設定、ＥＴＸ、ＢＣＣ 

 

文字幅設定パラメータ 

  ‘０’:   ＡＮＫフォントを細ゴシックに設定します。 

  ‘１’:   ＡＮＫフォントを強調ゴシックに設定します。 

 

  工場出荷時は細ゴシックに設定されています。 

 

・磁気書込許可トラック設定 

このコマンドは、磁気書込許可トラックを設定します。 本コマンドによる設定は、磁気スト

ライプライト→待機コマンド３１ｈと磁気ストライプライト→待機（カード無しステータス付

き）コマンド３２ｈにおいてデフォルト設定として機能します。 

 

 

ＳＴＸ、９１ｈ、‘Ｃ’／‘ｃ’、磁気書込許可トラック設定、ＥＴＸ、ＢＣＣ 

 

磁気書込許可トラック設定パラメータ 

 

 

磁気ヘッドが３トラックのバージョン（410）では以下の通りとなります。 

 

  ‘０’: 磁気書込を禁止します。 

  ‘４’: トラック３の磁気書込を許可します。 

 

 工場出荷時は ‘４’ トラック３の磁気書込を許可に設定されています。 

 

磁気ヘッドが１トラックのバージョン（400）では以下の通りとなります。 

 ‘０’: 磁気書込を禁止します。 

  ‘２’: トラック２の磁気書込を許可します。 

 工場出荷時は ‘２’ トラック２の磁気書込を許可に設定されています。 

 

 

５１ 



 

 

・カード配置方向設定 

このコマンドは、カードの配置方向を設定します。 

印字文字データ設定コマンド（４１ｈ）においてカード配置方向、データ配置座標等の印字制

御ヘッダー列を設定しない場合は本コマンドで設定したカード配置方向が有効となります。 

印字文字データ設定コマンド（４１ｈ）において印字制御ヘッダー列を設定した場合にはそれ

以降の印字文字データは印字制御ヘッダー列によるカード配置方向が優先的に有効となりま

す。 カードを印字する毎に本コマンドで設定されたカード配置方向が再び有効となります。 

 

ＳＴＸ、９１ｈ、‘Ｐ’／‘ｐ’、カード配置方向設定、ＥＴＸ、ＢＣＣ 

 

カード配置方向設定パラメータ 

  ‘０’: 縦置きカード方向を初期方向とします。 

  ‘１’: 横置きカード方向を初期方向とします。 

 

  工場出荷時のカード配置方向は縦置に設定されています。 

 

・磁気ストライプリードリトライ回数設定 

このコマンドは、磁気読込みのリトライ回数を設定します。 本コマンドによる設定は、リ－

ドコマンド２１ｈ、２２ｈ、２３ｈ、２４ｈと、リ－ド（カード無しステータス付き）コマン

ド２５ｈ、２６ｈ、２７ｈ、２８ｈと、バッファリ－ドコマンド２９ｈ、２Ａｈ,２Ｂｈ、２

Ｃｈにおいてデフォルト設定として機能します。 

 

ＳＴＸ、９１ｈ、‘Ｒ’／‘ｒ’、磁気読込リトライ回数設定、ＥＴＸ、ＢＣＣ 

 

磁気読込リトライ回数設定パラメータ 

 

  ‘０’: リトライはしません。 

  ‘１’: 磁気読込リトライ回数を１回に設定します。 

  ‘２’: 磁気読込リトライ回数を２回に設定します。 

  ‘３’: 磁気読込リトライ回数を３回に設定します。 

  ‘４’: 磁気読込リトライ回数を４回に設定します。 

  ‘５’: 磁気読込リトライ回数を５回に設定します。 

  ‘６’: 磁気読込リトライ回数を６回に設定します。 

  ‘７’: 磁気読込リトライ回数を７回に設定します。 

 

  工場出荷時の磁気読込リトライ回数は２回に設定されています。 

 

・磁気ストライプライトリトライ回数設定 

このコマンドは、磁気読込みのリトライ回数を設定します。 本コマンドによる設定は、磁気

ストライプライト→待機コマンド３１ｈと磁気ストライプライト→待機（カード無しステータ

ス付き）コマンド３２ｈにおいてデフォルト設定として機能します。 

 

ＳＴＸ、９１ｈ、‘Ｗ’／‘ｗ’、磁気書込リトライ回数設定、ＥＴＸ、ＢＣＣ 

 

磁気書込リトライ回数設定パラメータ 

 

  ‘０’: リトライはしません。 

  ‘１’: 磁気書込リトライ回数を１回に設定します。 

  ‘２’: 磁気書込リトライ回数を２回に設定します。 

  ‘３’: 磁気書込リトライ回数を３回に設定します。 

  ‘４’: 磁気書込リトライ回数を４回に設定します。 

５２ 



 

  ‘５’: 磁気書込リトライ回数を５回に設定します。 

  ‘６’: 磁気書込リトライ回数を６回に設定します。 

  ‘７’: 磁気書込リトライ回数を７回に設定します。 

 

  工場出荷時の磁気書込リトライ回数は２回に設定されています。 

 

 

・クリーニング動作繰り返し回数設定 

このコマンドは、クリーニング動作におけるサーマルヘッドクリーニングの繰返し回数を設定

します。 本コマンドによる設定は、クリーニングコマンド５２ｈによるクリーニング動作及

びクリーニングＳＷの押下によるクリーニング動作においてデフォルト設定として機能しま

す。 

 

ＳＴＸ、９１ｈ、'Ｕ'／'ｕ'、クリーニング回数設定、ＥＴＸ、ＢＣＣ 

 

クリーニング回数設定パラメータ 

  '１': クリーニング回数を１回に設定します。 

  '２': クリーニング回数を２回に設定します。 

  '３': クリーニング回数を３回に設定します。 

  '４': クリーニング回数を４回に設定します。 

  '５': クリーニング回数を５回に設定します。 

  '６': クリーニング回数を６回に設定します。 

  '７': クリーニング回数を７回に設定します。 

 

  工場出荷時のクリーニング回数は３回に設定されています。 

 

・全角文字間隔ドットスペース設定（ＪＰ／ＧＢ２３１２ｏｒＧＢ１８０３０／ＢＩＧ５／ＫＲ） 

このコマンドは、全角文字間隔ドットスペースの設定をします。 印字テキストデータ列内の

ＥＳＣシーケンス（ＥＳＣ、Ｄ）による設定が一電文内においてのみ有効に対して、本コマン

ドによる設定は印字文字データ設定コマンド４１ｈにおいてデフォルト設定として機能しま

す。 

 

ＳＴＸ、９１ｈ、‘Ｄ’、全角文字間隔ドットスペース設定、ＥＴＸ、ＢＣＣ 

 

全角文字間隔ドットスペース設定パラメータ 

 

  ‘０’: 全角文字間隔ドットスペースを ０ドットに設定します。 

  ‘１’: 全角文字間隔ドットスペースを １ドットに設定します。 

      ： 

   ： 

  ‘９’: 全角文字間隔ドットスペースを９ドットに設定します。 

  ‘Ａ’: 全角文字間隔ドットスペースを１０ドットに設定します。 

  ‘Ｂ’: 全角文字間隔ドットスペースを１１ドットに設定します。 

  ‘Ｃ’: 全角文字間隔ドットスペースを１２ドットに設定します。 

  ‘Ｄ’: 全角文字間隔ドットスペースを１３ドットに設定します。 

  ‘Ｅ’: 全角文字間隔ドットスペースを１４ドットに設定します。 

  ‘Ｆ’: 全角文字間隔ドットスペースを１５ドットに設定します。 

 

 工場出荷時の全角文字間隔ドットスペースは２ドットに設定されています。 

ＪＰ、ＧＢ２３１２ｏｒＧＢ１８０３０、ＢＩＧ５、ＫＲ向け機種以外の製品では本

設定は機能しません。 

 

５３ 



 

・半角文字間隔ドットスペース設定 

このコマンドは、半角文字間隔ドットスペースの設定をします。 印字テキストデータ列内の

ＥＳＣシーケンス（ＥＳＣ、ｄ）による設定が一電文内においてのみ有効に対して、本コマン

ドによる設定は印字文字データ設定コマンド４１ｈにおいてデフォルト設定として機能しま

す。 

 

ＳＴＸ、９１ｈ、‘ｄ’、半角文字間隔ドットスペース設定、ＥＴＸ、ＢＣＣ 

 

半角文字間隔ドットスペース設定パラメータ 

 

  ‘０’: 半角文字間隔ドットスペースを ０ドットに設定します。 

  ‘１’: 半角文字間隔ドットスペースを １ドットに設定します。 

   ： 

   ： 

  ‘９’: 半角文字間隔ドットスペースを ９ドットに設定します。 

  ‘Ａ’: 半角文字間隔ドットスペースを１０ドットに設定します。 

  ‘Ｂ’: 半角文字間隔ドットスペースを１１ドットに設定します。 

  ‘Ｃ’: 半角文字間隔ドットスペースを１２ドットに設定します。 

  ‘Ｄ’: 半角文字間隔ドットスペースを１３ドットに設定します。 

  ‘Ｅ’: 半角文字間隔ドットスペースを１４ドットに設定します。 

  ‘Ｆ’: 半角文字間隔ドットスペースを１５ドットに設定します。 

 

  工場出荷時の半角文字間隔ドットスペースは２ドットに設定されています。 

 

・行間隔ドットスペース設定 

このコマンドは、行間隔ドットスペースの設定をします。 印字テキストデータ列内のＥＳＣ

シーケンス（ＥＳＣ、Ｍ／ｍ）による設定が一電文内においてのみ有効に対して、本コマンド

による設定は印字文字データ設定コマンド４１ｈにおいてデフォルト設定として機能します。 

 

ＳＴＸ、９１ｈ、‘Ｍ’／‘ｍ’、行間隔ドットスペース設定、ＥＴＸ、ＢＣＣ 

 

行間隔ドットスペース設定パラメータ 

 

  ‘０’: 行間隔ドットスペースを ０ドットに設定します。 

  ‘１’: 行間隔ドットスペースを １ドットに設定します。 

     ： 

   ： 

  ‘９’: 行間隔ドットスペースを ９ドットに設定します。 

  ‘Ａ’: 行間隔ドットスペースを１０ドットに設定します。 

  ‘Ｂ’: 行間隔ドットスペースを１１ドットに設定します。 

  ‘Ｃ’: 行間隔ドットスペースを１２ドットに設定します。 

  ‘Ｄ’: 行間隔ドットスペースを１３ドットに設定します。 

  ‘Ｅ’: 行間隔ドットスペースを１４ドットに設定します。 

  ‘Ｆ’: 行間隔ドットスペースを１５ドットに設定します。 

 

  工場出荷時の行間隔ドットスペースは２ドットに設定されています。 

 

 

 

 

 

 

５４ 



 

 

・ＬＥＤ制御方法設定 

このコマンドは、ＬＥＤの制御方法を設定します。 

ＬＥＤの制御方法を設定すると、カード挿入待ちや引き抜き待ち状態の時、自動的にＬＥＤ、

ブザー表示が行われます。 

 

ＳＴＸ、９１ｈ、‘Ｌ’／‘ｌ’、動作設定、ＥＴＸ、ＢＣＣ 

 

動作設定パラメータ 

 

  ‘０’: カード挿入要求、引き抜き要求をＬＥＤ、ブザーで表示しません。 

  ‘１’: カード引き抜き要求をブザーで表示します。 

        ＬＥＤで挿入要求を表示します。 

  ‘２’: カード引き抜き要求をＬＥＤで表示します。 

        ＬＥＤで挿入要求を表示します。 

  ‘３’: カード引き抜き要求をＬＥＤとブザーで表示します。 

        ＬＥＤで挿入要求を表示します。 

 

・工場出荷状態への設定 

このコマンドは、ユーザが任意に変更できる設定を工場出荷状態に戻します。 ＴＰＨのラン

ク、ＥＨＤのランク、国種別、メカ種別更等の初期化は行いません。 

 

ＳＴＸ、９１ｈ、‘Ｚ’／‘ｚ’、‘０’、ＥＴＸ、ＢＣＣ 

        Alphabet          Number 

 

・ＪＩＳＸ６３０２準拠磁気フォーマット読み取り方向指定 

このコマンドは、ＪＩＳＸ６３０２準拠磁気フォーマットの読み取り方向を設定します。 本

コマンドによる設定は、第１、第２、第３トラックリ－ドコマンド２１ｈ、２２ｈ、２３ｈと

第１、第２、第３トラックリ－ド（カード無しステータス付き）コマンド２５ｈ、２６ｈ、２

７ｈと第１、第２、第３トラックバッファリ－ドコマンド２９ｈ、２Ａｈ,２Ｂｈにおいてデ

フォルト設定として機能します。 

 

ＳＴＸ、９１ｈ、‘Ｋ’／‘ｋ’、読み取り方向設定、ＥＴＸ、ＢＣＣ 

 

読み取り方向設定パラメータ 

  ‘０’:   ＪＩＳＸ６３０２準拠に設定します。 

  ‘１’:   ＪＩＳＸ６３０２の逆方向に設定します。 

 

  工場出荷時はＪＩＳＸ６３０２準拠磁気フォーマット設定されています。 

 

・磁気フォーマットの設定 

このコマンドは、磁気ストライプ書き込みフォーマットをユーザーが任意に設定できるコマン

ドです。 本コマンドによる設定は、第２、第３トラックデータ設定コマンド３Ｃｈ，３Ｄｈ

においてデフォルト設定として機能します。 

 

ＳＴＸ、９１ｈ、‘Ｅ’／‘ｅ’、磁気フォーマット設定、ＥＴＸ、ＢＣＣ 

 

 磁気フォーマット設定パラメータ 

５５ 



 

 

磁気ヘッドが３トラックのバージョン（410）では以下の通りとなります。 

 

‘３０’： 第３トラックをＪＩＳＸ６３０２記録様式に設定 

‘３１’： 第３トラックをＩＳＯ７８１１／２ 第１トラック記録様式に設定 

‘３２’： 第３トラックをＩＳＯ７８１１／２ 第２トラック記録様式に設定 

‘３３’： 第３トラックをＩＳＯ７８１１／２ 第３トラック記録様式に設定 

 ‘３４’： 第３トラックをＪＩＳＸ６３０２記録様式の逆方向データ様式に設定 

 

第３トラックの工場出荷初期値は‘３３’となります。 

 

磁気ヘッドが１トラックのバージョン（400）では以下の通りとなります。 

‘２０’： ＪＩＳＸ６３０２記録様式に設定 

‘２１’： ＩＳＯ７８１１／２ 第１トラック記録様式に設定 

‘２２’： ＩＳＯ７８１１／２ 第２トラック記録様式に設定 

‘２３’： ＩＳＯ７８１１／２ 第３トラック記録様式に設定 

 ‘２４’： ＪＩＳＸ６３０２の逆方向記録様式に設定 

  

第２トラックの工場出荷初期値は‘２２’となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５６ 



 

５ 付録 
 

５-１ ファームウエアの入れ替え 
 

以下の手順で本装置のファームウエアの入れ替えを行います。 

 

１．フラッシュメモリローディングプログラムをパソコンにインストールします。 

２．ファームウエアを適当なフォルダにコピーします。 

３．本装置の電源を切り、シリアル、ＵＳＢ、ＬＡＮインタフェースのいずれかを取付けます。 

４．本装置のディップスイッチ＃１をＯＦＦ（右側）にします。 

ディップスイッチは本装置上面から見て磁気ヘッド横にあり、挿入口側が＃１です。 

５．インターフェースケーブルを接続し、電源を投入します。 

６．ＬＥＤが数回交互に点滅しＳＴＡＴＵＳが点灯し、ＢＺが３回鳴ります。 

７．フラッシュメモリローディングプログラムを起動し、Ｐｏｒｔ！で通信条件を設定します。 

ＬＡＮインターフェースの場合はＩＰアドレスを設定します。 設定後ＯＫをクリックします。 

８．フラッシュメモリローディングプログラムのＷｒｉｔｅ！でファームウエアを選択します。 

９．ローディングが開始されます。 

終了するまで電源を切ったりケーブルを抜いたりしないでください。 

１０．終了したら電源を切り、ディップスイッチ＃１、をＯＮ（左側）、インタフェースを元に戻

してください。 

 

 

 

５７ 



 

 

５-２ エラー表示 
 

電源投入時にＬＥＤを順次点灯すると共に自己診断テストを行います。 

リセットコマンド実行時、搬送路オープンからの復帰時はＬＥＤの点灯はせず自己診断テスト

のみ行います 

テスト結果はＬＥＤ、ブザーで表示されます。 

テスト結果 表示 備考 

正常 STATUSとブザーを１回点滅  

SRAM異常 CLEANING点灯中にSTATUSとブザーを２回点滅  

EEPROM異常 CLEANING点灯中にSTATUSとブザーを３回点滅  

ﾌﾟﾘﾝﾄﾍｯﾄﾞ昇降ﾓｰﾀ異常 CLEANING点灯中にSTATUSとブザーを４回点滅  

消去ﾍｯﾄﾞ/ｻｰﾐｽﾀ異常 STATUS点灯中にCLEANINGとブザーを２回点滅  

その他の異常 STATUS点灯中にCLEANINGとブザーを４回点滅 環境温度センサ動

作異常など 

ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ ﾌﾞｻﾞｰ断続音  

搬送路ｵｰﾌﾟﾝ ﾌﾞｻﾞｰ断続音とSTATUSを点滅  

初期化発生 ﾌﾞｻﾞｰ4回、STATUSとCLEANINGを常時点滅 F/W Ver3.3以降 

 

 

５８ 



 

 

５-３ 設定カード読み込み 
 

クリーニングスイッチを押しながら電源を投入すると、設定カード読み込み動作に入ります。 

ここで設定カードを挿入すると、設定カードの情報で装置の動作モードを変更します。 

変更が成功すると、カード下部に成功の表示を、エラーが発生すると不成功の表示を印字して

カードを排出します。 

設定カードの作成方法については設定カードアプリケーションの使用説明を参照ください。 

 

 

 

５-４ セルフテスト動作 
 

設定カード読み込み動作に設定した後、もう一度クリーニングスイッチを押すと、ＬＥＤが橙

色に点滅し、セルフテスト動作を行います。 

セルフテストではカードの挿入を待ち、カード挿入後磁気ストライプへテストデータを書き込

みます。テストデータ処理結果、内部メモリスイッチの設定状態、装置のバージョンなどを２

枚のカードに印字して排出します。 

（ＬＡＮ モデルの場合には、ＮＩＣ ＲＥＰＯＲＴ＋通常のテスト印字２枚となります。） 

セルフテスト動作で設定カードを挿入すると、カードは排出され、セルフテスト動作はキャン

セルされます。 

セルフテスト動作を行うとカードにテスト用の磁気データを書き込みます。磁気ストライプの

書き換えを行っても問題の無いカードを使用してください 

 

設定カード読み込み動作に設定した後、もう一度クリーニングスイッチを押す際、ブザーが鳴

るまで押し続けた場合は、一枚のカードに上記とは異なる印字パターンでセルフテスト動作を

行います。 

 

 

 

５９ 



 

５-５ 標準タイムアウト値 
タイムアウト時間は動作状態により異なりますので、必ず実機での確認をお願いします。 

特にサーマルヘッドが高温状態の時は冷却のための時間が必要な場合があります。 
5-5 標準タイムアウト値

21 第１トラックリ－ドコマンド カードの挿入待ち後，トラック１リード，データ要求
（フォーマット自動判定）

6000+α　*１

22 第２トラックリ－ドコマンド カードの挿入待ち後，トラック２リード，データ要求
（フォーマット自動判定）

6000+α　*1

23 第３トラックリ－ドコマンド カードの挿入待ち後，トラック３リード，データ要求
（フォーマット自動判定）

6000+α　*1

24 トラックおよびフォーマット指定リ－ドコマンド カードの挿入待ち後，トラックおよびフォーマット指定
リ－ドコマンド

6000+α　*1

25 第１トラックリ－ド（カード無しステータス付き）コマンド カードの有無チェック後，トラック１リード，データ要求
（フォーマット自動判定）

6000+α　*1

26 第２トラックリ－ド　（カード無しステータス付き）コマンド カードの有無チェック後，トラック２リード，データ要求
（フォーマット自動判定）

6000+α　*1

27 第３トラックリ－ド　（カード無しステータス付き）コマンド カードの有無チェック後，トラック３リード，データ要求
（フォーマット自動判定）

6000+α　*1

28 トラックおよびフォーマット指定リ－ド（カード無しステー
タス付き）コマンド

カードの有無チェック後，指定トラック／フォーマット
でリード

6000+α　*1

29 第１トラックバッファリ－ドコマンド トラック１のリード済みデータ要求，リード済みでなけ
ればリード動作開始

6000+α　*1

2A 第２トラックバッファリ－ドコマンド トラック２のリード済みデータ要求，リード済みでなけ
ればリード動作開始

6000+α　*1

2B 第３トラックバッファリ－ドコマンド トラック３のリード済みデータ要求，リード済みでなけ
ればリード動作開始

6000+α　*1

2C トラックおよびフォーマット指定バッファリ－ドコマンド 指定トラック／フォーマットのリード済みデータ要求，
リード済みでなければリード動作開始

6000+α　*1

31 磁気ストライプライト→待機コマンド カードの挿入待ち後、磁気書込、リード、ベリファイ
実行

6000+α　*1

32 磁気ストライプライト→待機（カード無しステータス付
き）コマンド

カードチェック後、磁気書込、リード、ベリファイ実行 6000+α　*1

36 逆７ビットフォーマット第２トラックデータ設定コマンド ＪＩＳⅡ トラック２書込データ設定 ２１０ＢＰＩ 1000
37 逆７ビットフォーマット第３トラックデータ設定コマンド ＪＩＳⅡ トラック３書込データ設定 ２１０ＢＰＩ 1000
39 ７ビットフォーマット第２トラックデータ設定コマンド ＪＩＳⅡ トラック２書込データ設定 ２１０ＢＰＩ 1000
3A ７ビットフォーマット第３トラックデータ設定コマンド ＪＩＳⅡ トラック３書込データ設定 ２１０ＢＰＩ 1000
3C 第２トラックデータ設定コマンド ＩＳＯ トラック２書込データ設定 ＢＣＤ ７０ＢＰＩ 1000
3D 第３トラックデータ設定コマンド ＩＳＯ トラック３書込データ設定 ＢＣＤ ２１０ＢＰＩ 1000
40 印字展開バッファクリアコマンド 印字メモリクリア 1000
41 印字文字データ設定コマンド 印字データ設定（詳細は別表） 3000+α
43 外部イメージデータの展開コマンド（ライン） 外部イメージデータ設定（１ライン毎） α
44 全角外字フォント登録コマンド ２４×２４全角外字FONT登録 １６文字/

１６×１６全角外字ＦＯＮＴ登録 １６文字
2000

45 半角外字フォント登録コマンド ２４＊１２ 半角外字FONT登録 １６文字/
１６＊８ 半角外字ＦＯＮＴ登録 １６文字

1000

46 消去＋印字→排出コマンド カード挿入待ち、パラメータ指定により消去および
印字動作実行

20000+α

49 バッファクリアコマンド 外部イメージデータのクリア 2000
4D 外部イメージデータの展開コマンド（ブロック） 外部イメージデータ設定（ブロック） α
4E バーコードデータ設定コマンド 1000
50 カード排出コマンド カード排出 2000
51 カード後方待機コマンド カード後方待機 2000
52 クリーニングコマンド 磁気ヘッド，サーマルヘッド，消去ヘッドクリーニング 60000
53 カード前方待機コマンド カード前方待機 2000
54 カード挿入待ち状態解除コマンド カード挿入待状態解除 1000
55 カード引き抜き待ち状態解除コマンド カード抜き取り待ち状態解除 1000
58 ＲＯＭバージョン要求コマンド ＲＯＭのバージョン要求 1000
59 ステータス要求コマンド 各種センサーの状態を検知 1000
5A ＬＥＤ、ブザー制御コマンド ＬＥＤ、ＢＺ制御 1000
5B クリーニングボタン有効／無効コマンド クリーニングボタン有効 / 無効 1000
5F リセットコマンド 初期状態にしイニシャライズ動作を行う 3000
90 通信設定コマンド 通信設定（詳細は別表） 1000
91 各種設定コマンド 各種設定（詳細は別表） 1000
95 カード搬送回数要求コマンド カード往路，復路移動動作カウント 1000
96 印刷回数要求コマンド ＴＰＨ印刷動作カウント 1000

*1 磁気リードライトマンドのタイムアウト値はリトライを３回の場合。
*2 α：上位システム側の運用にあわせて設定

標準ﾀｲﾑｱｳﾄ設定最
小値 単位ms

機能
コマン

ド
名称

 
 

６０ 



URL: http://www.star-m.jp

〒 424-0066   静岡県静岡市清水区七ッ新屋 536

                            電話 054-347-0112（営業直通）
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